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市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人

桂　
　

浩
子

は
じ
め
に

　

八
幡
商
人
の
市
田
清
兵
衛
家
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）上
州
高
崎
に
店
を
構
え
、

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
閉
店
ま
で
二
百
余
年
に
わ
た
り
同
地
で
商
い
を
続
け
た

商
家
で
あ
る
。

　

同
家
の
史
料
は
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
「
市
田
清
兵
衛
文
書
」
と
し

て
収
蔵
さ
れ
、
店
則
や
明
治
期
の
帳
簿
類
の
ほ
か
歴
代
当
主
の
日
記
や
日
誌
が
文
化

元
年
（
一
八
〇
四
）
か
ら
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
ま
で
約
一
〇
〇
年
分
の
こ
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
の

主
要
な
出
来
事
は
「
年
々
記
録 

上
」、「
歳
々
記
録 

下
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ（
１
）、
こ

れ
ら
の
史
料
を
も
と
に
同
家
の
家
訓
や
店
則（
２
）、
明
治
期
の
経
営
や
奉
公
人
の
雇
用
状

況
、
土
地
経
営
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た（
３
）。

　

市
田
家
当
主
の
日
記
に
は
日
々
の
天
候
や
家
内
外
の
出
来
事
、
取
引
や
商
品
の
相

場
、
奉
公
人
の
動
向
な
ど
様
々
な
事
柄
が
記
さ
れ
、
既
存
研
究
に
も
用
い
ら
れ
て
き

た（
４
）。

本
稿
で
は
主
と
し
て
九
代
目
、
一
〇
代
目
の
日
記
か
ら
当
主
の
行
動
や
高
崎
店

に
勤
め
た
奉
公
人
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
第
一
節
で

市
田
家
の
概
要
と
歴
代
当
主
に
つ
い
て
、
第
二
節
で
九
代
目
、
一
〇
代
目
個
人
と
日

記
の
特
徴
を
述
べ
、
第
三
節
で
旅
記
録
か
ら
八
幡
―
高
崎
間
の
往
来
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
同
行
者
な
ど
を
比
較
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
高
崎
店
に
勤
め
た
奉
公

人
に
つ
い
て
、第
一
節
で
召
し
抱
え
か
ら
在
所
登
り
、第
二
節
で
不
埒
や
解
雇
と
い
っ

た
不
都
合
の
事
例
と
と
も
に
、
第
三
節
で
は
市
田
家
当
主
と
奉
公
人
の
関
係
に
も
触

れ
て
い
る
。

第
一
章　

市
田
清
兵
衛
家
の
日
記

　
　
　
　

第
一
節　

市
田
家
の
概
要

　

市
田
清
兵
衛
文
書
「
市
田
家
略
記（
５
）」

に
よ
る
と
初
代
市
田
清
兵
衛
は
慶
長
・
元
和

年
間
に
八
幡
の
新
町
四
丁
目
（
現
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
新
町
）
で
小
間
物
商
を
営
ん

だ
と
さ
れ
、
初
代
の
長
男
が
孫
兵
衛
家
と
し
て
分
家
、
長
女
に
養
子
を
迎
え
二
代
目

と
し
た
。
濃
州
・
信
州
方
面
へ
の
行
商
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
代
目
で
、
三

代
目
の
こ
ろ
に
は
中
山
道
安
中
に
止
宿
し
上
州
一
円
へ
行
商
し
た
ほ
か
、
糸
や
真
綿

を
仕
入
れ
名
古
屋
や
京
都
に
販
売
し
た
と
さ
れ
る
。
上
州
に
お
い
て
近
江
商
人
の
進

出
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
七
世
紀
末
ご
ろ
と
さ
れ
、
糸
市
が
開
か
れ
る
城

下
や
町
を
拠
点
に
近
郷
農
家
へ
小
間
物
や
日
野
椀
、
太
物
、
古
着
な
ど
を
売
り
、
生

絹
や
生
糸
、
麻
を
買
い
つ
け
て
い
た（
６
）。
中
山
道
の
脇
往
還
で
あ
る
下
仁
田
道
に
位
置

し
た
西さ
い
も
く牧
関
所
で
は
元
禄
か
ら
享
保
期
の
記
録
に
近
江
か
ら
麻
買
い
の
た
め
上
州
方

面
へ
向
か
っ
た
商
人
の
名
前
が
の
こ
る
ほ
か（
７
）、
一
九
世
紀
は
じ
め
に
は
高
崎
城
下
に

こ
う
し
た
「
上
州
持
下
り
商
人
」
の
た
め
の
定
宿
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

市
田
家
の
三
代
目
が
安
中
か
ら
高
崎
へ
拠
点
を
う
つ
し
た
の
は
宝
永
四
年
の
こ

と
で
、
高
崎
田
町
（
現
群
馬
県
高
崎
市
田
町
）
に
店
を
借
り
、
屋
号
を
麻
屋
と
し

て
太
物
・
高
宮
布
を
売
買
し
た
。
の
ち
の
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
に
は
質
物

を
、
明
和
七
年
（
一
七
八
七
）
に
は
瀬
戸
物
の
扱
い
を
始
め
て
い
る（
８
）。

そ
の
後
三
代

目
は
長
男
に
四
代
目
を
継
が
せ
、
四
男
は
利
助
家
と
し
て
分
家
さ
せ
た（
９
）。
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
に
は
四
代
目
の
長
男
が
五
代
目
を
継
い
だ
も
の
の
子
供
が
お
ら
ず
、

市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人
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分
家
孫
兵
衛
家
を
継
い
で
い
た
四
代
目
の
次
男
を
六
代
目
と
し
た
。
七
代
目
は
六
代

目
の
長
男
が
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
一
五
歳
で
継
い
だ
が
、
そ
の
四
年
後
に
死

去
。
そ
の
弟
も
若
年
で
あ
っ
た
た
め
六
代
目
の
後
妻
が
跡
目
相
続
を
し
た
。
こ
の
こ

ろ
高
崎
店
で
は
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
に
足
袋
商
い
を
は
じ
め
、
安
政
六
年
に
鉄

物
の
店
を
開
店
。
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
の
記
録
に
は
「
高
崎
店
商
売
質
物
絹
麻

古
手
瀬
戸
物
豊
表
鉄
物
類
」
と
あ
る
よ
う
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
っ
た（

（（
（

。
寛
政
四

年
に
九
代
目
を
相
続
し
た
の
は
近
在
の
益
田
家
か
ら
迎
え
た
養
子
で
、
そ
の
長
男
が

一
〇
代
目
と
な
っ
た
。
一
〇
代
目
の
子
供
は
い
ず
れ
も
早
逝
し
、
高
田
家
よ
り
迎
え

た
養
子
を
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
一
一
代
目
と
し
た
が
、文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

七
月
に
高
崎
店
で
死
去
。
一
一
代
目
の
長
男
も
す
で
に
死
去
し
て
い
た
た
め
名
義
人

を
た
て
、
隠
居
し
た
一
〇
代
目
が
経
営
を
指
揮
し
た
。
一
三
代
目
に
は
一
一
代
目
の

長
女
に
蒲
生
郡
山
之
上
村
の
森
家
か
ら
養
子
を
迎
え
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に

相
続
さ
せ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
高
崎
店
は
明
治
八
年
と
一
三
年
に
類
焼
、
一
六
年
に
は

瀬
戸
物
の
商
い
不
振
に
よ
り
一
時
休
業
す
る
事
態
と
な
る
な
ど
、
そ
の
経
営
は
順
調

と
は
言
い
難
か
っ
た
。
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）、
一
三
代
目
の
息
子
が
一
七
歳

で
一
四
代
目
を
継
い
だ
が
三
年
後
に
死
去
、
奥
田
家
よ
り
迎
え
た
養
子
が
明
治
三
一

年
に
一
五
代
目
を
相
続
し
た
。
高
崎
店
で
は
明
治
三
三
年
に
は
絹
方
が
大
損
害
を
出

し
、家
法
改
革
も
な
さ
れ
た
が
大
正
三
年
に
閉
店
。
そ
の
後
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

に
一
五
代
の
長
男
が
一
六
代
目
を
、
大
正
八
年
に
そ
の
弟
が
一
七
代
目
を
継
い
だ
が

ど
ち
ら
も
短
命
で
、
一
五
代
目
の
長
女
が
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
一
八
代
目
と

な
っ
た
。

　

市
田
家
の
歴
代
当
主
の
う
ち
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
の
は
九
代
目
と
一
〇
代
目
で
、

前
者
は
寛
政
四
年
か
ら
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
ま
で
、
後
者
は
文
政
六
年
か
ら
嘉

永
二
年
ま
で
高
崎
店
の
経
営
に
あ
た
っ
た
人
物
で
あ
る
。
次
節
で
は
両
当
主
の
概
要

と
各
々
が
の
こ
し
た
日
記
の
特
徴
を
述
べ
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

市
田
家
の
当
主
と
日
記
に
つ
い
て

　

九
代
目
の
市
田
清
兵
衛
（
直
徴
）
は
益
田
村
（
現
近
江
八
幡
市
益
田
町
）
益
田

又
四
郎
の
三
男
源
之
助
で
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
市
田
家
の
養
子
と
な
っ

た
。
天
明
九
年
に
六
代
目
の
娘
そ
え

4

4

と
結
婚
し
、
寛
政
四
年
四
月
に
九
代
目
を
相
続

し
た
。
二
年
後
に
妻
が
死
亡
し
、
寛
政
七
年
に
そ
の
妹
ち
さ

4

4

と
結
婚
。
子
供
は
長
男

長
治
、
次
男
為
吉
を
あ
わ
せ
二
男
七
女
を
も
う
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
息
子
二
人

に
つ
い
て
は
兄
長
治
を
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
四
月
に
、
弟
為
吉
を
文
化
一
三
年

（
一
八
一
六
）
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ
高
崎
店
へ
連
れ
下
り
、
そ
の
後
も
幾
度
か
高
崎
と

八
幡
を
往
復
さ
せ
て
い
た（

（（
（

。

　

ま
た
九
代
目
は
寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
八
幡
町
の
惣
年
寄
頭
取
役
を
領

主
朽
木
氏
よ
り
命
じ
ら
れ
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
も
惣
年
寄
役
を
仰
せ
つ
け

ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
同
時
期
は
八
幡
で
御
朱
印
騒
動
が
起
こ
り
、
九
月
に
は
町
衆
の
代
表

者
と
し
て
江
戸
へ
赴
い
た
が
、
一
〇
月
末
か
ら
体
調
を
崩
し
一
一
月
九
日
に
客
死
し

た（
（（
（

。

　

一
〇
代
目
市
田
清
兵
衛
（
直
良
）
は
九
代
目
の
長
男
で
、
相
続
前
の
名
前
は
長
治（

（（
（

で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
九
代
目
の
日
記
に
も
記
述
が
み
ら
れ
、
近
隣
の
年
礼
に
連

れ
て
い
く
ほ
か
他
家
の
法
事
に
遣
す
な
ど
し
て
い
た
。
文
化
六
年
に
は
高
崎
店
へ
下

り
、
文
化
八
年
に
元
服
。
そ
の
後
も
何
度
か
八
幡
と
高
崎
を
行
き
来
し
て
い
た
が
、

文
政
五
年
に
父
で
あ
る
九
代
目
が
死
去
し
、
翌
年
一
月
市
田
家
の
寄
合
で
あ
る
蛭
子

講
で
相
続
が
決
定
し
た
。
妻
は
先
代
の
実
兄
益
田
紋
司
の
娘
り
か

4

4

で
、
文
政
六
年
に

は
娘
恵
起
が
誕
生
し
て
い
る
。
翌
年
妻
は
死
去
し
、
後
妻
に
迎
え
た
う
た

4

4

と
の
あ
い

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　
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だ
に
も
四
男
四
女
を
も
う
け
た
が
、
娘
久
満
を
の
ぞ
き
い
ず
れ
も
早
逝
。
こ
の
た
め

天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
に
高
田
嘉
兵
衛
家
か
ら
小
四
郎
を
養
子
に
迎
え
、
妹
で

あ
る
九
代
目
の
娘
知
恵
を
養
女
に
改
め
結
婚
さ
せ
た
。
嘉
永
二
年
一
月
に
小
四
郎
へ

一
一
代
目
を
継
が
せ
た
後
は
譲
介
と
改
名
、安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
は
剃
髪
し
、

安
政
三
年
に
は
還
暦
の
祝
い
を
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
文
久
二
年
七
月
に
一
一
代
目
が

死
去
し
、
そ
の
長
男
祐
太
郎（

（（
（

も
同
年
三
月
に
死
去
し
て
い
た
た
め
本
家
に
男
児
が
お

ら
ず
、
親
類
相
談
の
う
え
家
表
の
名
前
を
一
一
代
目
の
娘
の
ふ

4

4

と
定
め
て
い
る（

（（
（

。
そ

の
後
長
年
高
崎
店
の
経
営
に
携
わ
っ
た
が
、
明
治
三
年
一
一
月
に
死
亡
し
た
。

　

市
田
清
兵
衛
文
書
に
は
文
化
元
年
か
ら
明
治
三
九
年
ま
で
一
〇
九
冊（

（（
（

の
日
記
や
日

誌
が
の
こ
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
に
は
年
号
や
市
田
の
名
字
、「
直
徴
」
や
「
直
良
」

と
い
っ
た
当
主
の
諱い
み
なが
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
日
記
も
正
月
一
日
か
ら
は
じ
め

ら
れ
、
来
客
や
近
隣
の
行
事
、
高
崎
店
の
状
況
や
商
品
の
相
場
な
ど
そ
の
記
述
は
多

岐
に
わ
た
る
。

　

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
九
代
目
は
文
化
元
年
か
ら
文
政
五
年
ま
で
の
一
九
冊
、
一
〇

代
目
は
文
政
六
年
か
ら
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
ま
で
の
三
六
冊
が
の
こ
り
、
こ
れ

は
日
記
群
の
中
で
も
最
多
で
あ
っ
た（

（（
（

。
両
当
主
の
日
記
は
他
の
日
記
と
同
じ
く
正
月

一
日
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
天
候
と
日
付
に
つ
づ
き
様
々
な
事
柄
が
綴
ら
れ
て
い
た
。

家
内
外
の
出
来
事
や
商
況
な
ど
、
内
容
に
つ
い
て
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
九
代
目
に
つ
い
て
は
文
化
三
年
や
文
政
五
年
の
日
記
が
途
中
か
ら
空
白
に
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
日
付
や
天
候
の
み
が
書
か
れ
た
日
も
散
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

一
〇
代
目
は
一
日
の
記
述
が
複
数
行
に
わ
た
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
日
記
そ
の
も

の
も
厚
み
の
あ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　

ま
た
九
代
目
の
日
記
に
は
「
吉
田
ニ
て
茶
稽
古
」、「
手
前
ニ
て
開
炉
」
な
ど
茶
の

稽
古
や
、「
西
光
寺
ニ
て
蹴
鞠
」
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
、
茶
や
花
、
蹴
鞠
や
詠

草
な
ど
幅
広
く
嗜
ん
で
い
た
様
子
も
う
か
が
え
た
。
な
お
文
政
五
年
の
日
記
に
は

「
此
夕
長
治
濃
茶
稽
古（

（（
（

」
と
あ
り
、
一
〇
代
目
も
茶
を
嗜
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
が
、

一
〇
代
目
の
日
記
に
は
稽
古
事
の
記
述
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

市
田
家
に
お
い
て
日
記
の
執
筆
が
当
主
の
つ
と
め
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
同
家

の
史
料
に
の
こ
る
日
記
群
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
代
々
の
当
主
は
家
内
外
の
出
来

事
や
商
い
に
つ
い
て
幅
広
く
書
き
の
こ
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
量
は
当
主
ご
と
に

異
な
り
、
右
に
あ
げ
た
茶
の
稽
古
の
よ
う
に
書
き
の
こ
す
事
柄
に
つ
い
て
も
取
捨
さ

れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
一
〇
代
目
の
天
保
五
年
一
月
七
日
の
日
記
に

は
「
日
記
取
調
記
録
帳
ニ
写
ス（

（（
（

」
と
あ
り
、
同
様
の
記
述
が
六
年
、
七
年
に
も
み
ら

れ
た
。
こ
の
「
記
録
帳
」
が
「
年
々
記
録
」
で
あ
る
の
か
、
調
べ
た
日
記
が
何
代
目

の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
市
田
家
に
お
い
て
当
主
の
日
記
は
過
去
を
調
べ
る

手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

次
節
で
は
こ
う
し
た
日
記
か
ら
高
崎
や
八
幡
へ
の
旅
記
録
を
抜
粋
し
、
九
代
目
、

一
〇
代
目
の
当
主
が
お
こ
な
っ
た
八
幡
｜
高
崎
間
の
往
来
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
。

　
　
　
　

第
三
節　

八
幡
―
高
崎
間
の
往
来

　

当
主
の
日
記
に
は
高
崎
店
や
京
都
、
大
坂
な
ど
へ
の
旅
記
録
が
の
こ
さ
れ
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
で
同
行
者
や
宿
泊
先
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
。
次
に
あ
げ
る
の
は

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
六
月
に
一
〇
代
目
が
高
崎
へ
下
っ
た
際
の
記
録
で
、
六
月

二
二
日
に
八
幡
を
出
発
し
、
二
日
後
に
名
古
屋
に
到
着
。
一
泊
し
た
後
は
中
山
道
を

た
ど
り
七
月
三
日
に
高
崎
店
へ
到
着
し
て
い
る（

（（
（

。

市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人

三
五



〈
史
料
１
〉

廿
二
日
朝
曇
リ
四
ツ
時
ゟ
晴
ル
大
ニ
暑
し
今
朝
出
立
上
州
へ
発
向
供
新
太
郎
柏

　
　
　

原
銭
屋
止
宿

廿
三
日
天
気
よ
く
大
暑
八
ツ
時
土
用
ニ
入
御
越
問
屋
ニ
泊
ル

廿
四
日
曇
リ
八
ツ
前
少
々
雨
降
昼
時
ニ
名
古
屋
白
徳
へ
着
京
柊
茂
ゟ
引
取
候
絹

　
　
　

無
事
着
之
趣
之
元
付
相
渡
ス
堀
田
へ
参
リ
為
大
丸
預
ケ
候
様
引
合
置
尤

　
　
　

先
方
ハ
閏
八
月
ゟ
預
ケ
度
趣
之
依
之
先
八
月
ゟ
預
リ
被
下
様
申
置
白
甚

　
　
　

麻
代
〈
木
へ
相
渡
候
様
並
三
軒
麻
盆
前
ニ
片
付
候
様
頼
置
国
状
差
出
ス

廿
五
日
天
気
よ
く
大
ニ
暑
し
名
古
屋
発
足
高
山
尾
張
屋
泊
リ

廿
六
日
天
気
よ
く
中
津
田
丸
屋
ニ
止
宿

廿
七
日
曇
リ
十
曲
峠
ゟ
雨
降
妻
籠
ニ
て
晴
ル
須
原
糀
屋
泊
リ

廿
八
日
曇
リ
立
町
ゟ
雨
降
出
し
大
雨
ニ
相
成
夜
中
降
通
ス
奈
良
井
住
吉
屋
泊

廿
九
日
雨
天
本
山
ニ
て
晴
ル
諏
訪
泊
リ

七
月
朔
日
天
気
よ
く
暑
し
芦
田
山
浦
止
宿

二
日
天
気
よ
く
暑
し
軽
井
沢
槌
屋
泊
リ

三
日
天
気
よ
く
安
中
ゟ
雨
降
夜
中
迄
降
ル
夕
刻
着
店
一
統
無
難

　

高
崎
へ
の
店
下
り
や
八
幡
へ
の
帰
国
な
ど
旅
記
録
を
も
と
に
文
化
元
年
か
ら
嘉
永

二
年
ま
で
八
幡
―
高
崎
間
の
往
来
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
同
行
者
に
つ
い

て
は
奉
公
人
を
「
奉
」、
他
家
の
者
を
「
他
」
と
区
別
し
、
そ
の
内
訳
を
表
２
で
比

較
し
て
い
る（

（（
（

。
な
お
、
遠
方
に
構
え
た
店
を
行
き
来
し
た
記
録
は
西
川
伝
右
衛
門
家

や
谷
口
兵
左
衛
門
家
な
ど
他
の
八
幡
商
人
の
史
料
に
も
み
ら
れ
る
が（

（（
（

、
同
行
者
に
は

奉
公
人
名
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
他
家
の
同
行
者
ま
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
日
記
な

ら
で
は
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

九
代
目
、
一
〇
代
目
の
旅
で
は
、
両
当
主
と
も
経
路
は
中
山
道
を
と
り
、
要
し
た

日
数
は
一
〇
日
前
後
で
あ
っ
た（

（（
（

。
文
化
五
年
や
文
政
六
年
、天
保
九
年
（
一
八
三
六
）

の
店
下
り
の
よ
う
に
高
崎
か
ら
江
戸
に
立
ち
寄
り
、
東
海
道
を
た
ど
っ
て
八
幡
へ
帰

る
例
も
み
ら
れ
た
が
、
基
本
は
中
山
道
を
行
き
来
し
て
い
た
。
ま
た
名
古
屋
を
経
由

す
る
こ
と
も
度
々
あ
り
、
そ
の
際
は
取
引
先
で
あ
る
白
徳
（
白
木
屋
德
右
衛
門
）
方

に
滞
在
し
、
同
家
を
拠
点
に
取
引
の
あ
る
商
家
な
ど
を
た
ず
ね
て
い
た（

（（
（

。
次
に
両
当

主
の
旅
の
頻
度
や
同
行
者
の
内
訳
を
比
較
す
る
。

　

九
代
目
は
文
化
元
年
か
ら
文
政
四
年
の
間
に
一
六
回
往
復
し
て
お
り
、
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
と
文
政
二
年
を
の
ぞ
き
ほ
ぼ
毎
年
八
幡
と
高
崎
を
行
き
来
し
、
帰
国

の
際
は
必
ず
名
古
屋
へ
立
ち
寄
っ
て
い
た
。八
幡
の
出
立
時
期
は
四
月
か
ら
五
月
で
、

高
崎
に
三
～
四
ヶ
月
滞
在
し
た
後
、
九
月
か
ら
十
月
ご
ろ
に
帰
国
し
て
い
る
。
同
行

者
は
奉
公
人
や
他
家
の
者
な
ど
様
々
で
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
店
下
り
に
は

治
助
、
繁
次
郎
、
伝
吉
ら
三
名
の
奉
公
人
と
と
も
に
原
田
金
兵
衛
、
善
助
、
子
供
を

含
め
た
七
名
で
出
か
け
た
ほ
か
、
文
化
一
一
年
に
は
奉
公
人
を
連
れ
ず
西
谷
善
九
郎

な
ど
八
幡
の
商
人
と
手
代
衆
、
飛
脚
を
く
わ
え
た
八
名
で
店
へ
下
っ
て
い
た
。

　

一
〇
代
目
は
文
政
六
年
か
ら
嘉
永
二
年
の
間
に
八
幡
と
高
崎
を
一
八
回
往
復
し
て

お
り
、
多
く
は
八
幡
を
五
月
か
ら
六
月
に
出
立
し
、
九
月
か
ら
一
〇
月
ご
ろ
に
帰
国

し
て
い
る
。
同
行
者
に
は
奉
公
人
と
と
も
に
他
家
の
者
も
含
ん
だ
が
、
他
家
の
者
と

同
道
す
る
頻
度
は
九
代
目
に
比
べ
る
と
少
な
い
。
と
く
に
八
幡
へ
の
帰
国
に
際
し
て

は
文
政
一
一
年
と
天
保
四
年
の
み
で
あ
り
、
先
代
の
よ
う
に
他
家
の
者
と
だ
け
で
旅

を
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
た
名
古
屋
へ
立
ち
寄
る
回
数
も
少
な
い
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
取
引
状
況
な
ど
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

九
代
目
、
一
〇
代
目
の
旅
記
録
に
の
こ
さ
れ
た
奉
公
人
は
多
く
が
名
前
の
み
で

あ
っ
た
が
、「
清
兵
衛
店
ヘ
発
向
日
野
北
今
町
市
左
衛
門
方
七
蔵
召
抱
連
下
ル（

（（
（

」
や

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

三
六



表１ 9代目、10代目市田清兵衛の八幡―高崎間の往来

＊印：寺社参詣

年代 当主 八幡―高崎行き 同行者 高崎―八幡行き 同行者

文化元年（1804） 9代目  4月16日～4月28日＊善光寺 他３  9月18日～10月2日（名古屋） 他１

文化2年（1805） 9代目  4月24日～5月3日 奉１、他２  ～9月12日

文化3年（1806） 9代目  4月24日～5月3日 他5  6月22日～7月5日（名古屋） 他１

文化4年（1807） 9代目  4月22日～5月2日 奉3、他3  9月3日～9月19日（名古屋） 奉１

文化5年（1808） 9代目  4月29日～5月12日（名古屋）＊ 奉１  8月22日～9月21日（東海道）＊ 他１

文化6年（1809） 9代目  4月25日～5月6日＊善光寺 奉２  8月23日～9月15日（名古屋） 奉１

文化7年（1810） 9代目  5月3日～5月12日 奉4  9月10日～9月23日（名古屋） 奉１

文化8年（1811） 9代目  5月13日～5月22日 奉3、他4  9月1日～9月16日（名古屋） 他１

9代目  5月12日～5月23日（名古屋） 奉2  8月29日～9月19日（名古屋）＊ 奉１、他１

9代目  10月13日～10月22日 他2  11月16日～11月28日（名古屋） 他２

文化10年（1813） 9代目  4月23日～5月3日 奉2、他2  8月23日～9月8日（名古屋） 奉１、他2

文化11年（1814） 9代目  5月25日～6月5日 他7  9月7日～9月22日（名古屋）＊ 奉3

文化13年（1816） 9代目  6月19日～7月2日（名古屋） 奉１、他1  閏8月18日～9月6日（名古屋）＊ 奉２、他１

文化15年（1818） 9代目  4月20日～4月29日 奉1、他4  10月10日～10月26日（名古屋） 奉3

文政2年（1819） 9代目  11月2日～11月11日＊ 奉1

文政3年（1820） 9代目  2月30日～3月14日（名古屋） 奉１

文政4年（1821） 9代目  4月18日～4月29日（名古屋） 奉2  9月13日～9月27日（名古屋）

文政6年（1823） 10代目  9月29日～10月16日（名古屋・東海道）＊奉１  10月23日～11月3日

文政7年（1824） 10代目  6月22日～7月3日（名古屋） 奉１  閏8月9日～閏8月23日（名古屋） 奉1

文政8年（1825） 10代目  5月18日～5月29日（名古屋）  8月22日～9月8日（名古屋） 奉1

文政10年（1827） 10代目  5月26日～6月6日 奉２  8月23日～9月2日 奉1

文政11年（1828） 10代目  5月8日～5月28日 奉２、他4  9月3日～9月17日＊ 奉1、他2

文政12年（1829） 10代目  5月23日～6月5日 奉２、他１  10月18日～10月29日 奉3

10代目  2月1日～2月10 奉１  3月28日～閏3月12日（名古屋） 奉１

10代目  7月21日～7月30日 奉１  9月8日～9月23日（名古屋） 奉１

天保2年（1831） 10代目  6月14日～6月24日 奉２、他１  10月10日～10月21日＊ 奉１

天保3年（1832） 10代目  9月8日～9月18日 奉１、他4  11月8日～11月18日 奉１

天保4年（1833） 10代目  7月2日～7月12日 奉１  9月22日～10月18日（名古屋）＊ 奉１、他2

天保5年（1834） 10代目  6月10日～6月20日 奉１、他１  8月26日～9月7日＊ 奉１

天保6年（1835） 10代目  閏7月13日～閏7月23日 奉１、他１  9月28日～10月15日（名古屋） 奉２

天保8年（1837） 10代目  6月17日～6月26日 奉１  9月20日～10月1日＊ 奉１

天保9年（1838） 10代目  6月19日～7月1日（名古屋） 奉２  9月24日～10月28日（名古屋・東海道）＊奉１

天保11年（1840） 10代目  6月4日～6月13日 奉１、他3  8月22日～9月2日 奉１

天保15年（1844） 10代目  1月4日～1月13日 奉１  2月16日～2月25日 奉１

嘉永2年（1849） 10代目  6月8日～6月18日＊ 奉3  9月晦日～10月12日 奉１

文化9年（1812）

文政13年（1830）

（注）市田清兵衛文書 家27「日記 市田直徴 文政元」～家45「日記 市田直徴 文政5」、家46「日記 市田直良 文政6」～家53「日記 市田直良 文政
13」、家54「年々記録」、家55「歳々記録」、家56「日記 市田直良 天保2」～家76「日記 市田直良 嘉永２」より作成。

市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人
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七



「
店
出
立
嘉
七
初
上
リ

連
上
ル（

（（
（

」、「
善
助
二
度

登
リ
ニ
付
同
道（

（（
（

ス
」
の

よ
う
に
、
新
た
に
召
し

抱
え
た
者
や
在
所
登

り
を
す
る
者
を
連
れ

た
様
子
も
う
か
が
え

た
。
ま
た
天
保
六
年
に

は
初
登
り
の
忠
助
と

と
も
に
、
不
埒
を
お
こ

な
っ
た
儀
八
を
連
れ

帰
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

両
当
主
が
お
こ

な
っ
た
八
幡
―
高
崎
間
の
旅
で
は
寺
社
へ
の
参
詣
も
複
数
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
九

代
目
は
文
化
元
年
と
文
化
六
年
に
善
光
寺
（
現
長
野
県
長
野
市
元
善
町
）
へ
参
詣
し

た
の
ち
高
崎
へ
向
か
っ
て
お
り
、
文
化
元
年
は
八
幡
の
箔
四
（
箔
屋
四
郎
左
衛
門
）

と
手
代
二
名
、
文
化
六
年
は
息
子
長
治
と
奉
公
人
二
名
が
同
行
者
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の

ほ
か
文
化
五
年
の
帰
国
に
際
し
て
は
江
戸
を
経
由
し
、
三
嶋
大
社
（
現
静
岡
県
三
島

市
大
宮
町（

（（
（

）
や
知
立
神
社
（
現
愛
知
県
知
立
市
西
町（

（（
（

）、
熱
田
神
宮
（
現
愛
知
県
名

古
屋
市
熱
田
区
）
な
ど
東
海
道
の
名
所
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
。
ま
た
奉
公
人
の
み
を

連
れ
た
旅
の
場
合
は
多
賀
大
社
へ
参
詣
す
る
こ
と
も
あ
り
、
店
下
り
で
は
文
化
五
年

と
文
政
二
年
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
の
帰
国
の
際
も
立
ち
寄
っ
て
い
た
。

　

一
〇
代
目
は
文
政
六
年
の
店
下
り
で
江
戸
心
行
寺
（
現
東
京
都
江
東
区
深
川
）
で

先
代
の
三
回
忌
を
行
っ
た
あ
と
高
崎
店
へ
下
っ
て
い
た（

（（
（

。
ま
た
嘉
永
二
年
の
高
崎
行

き
で
は
、
分
家
孫
兵
衛
家
の
長
男
斧
太
郎（

（（
（

を
連
れ
多
賀
大
社
を
参
詣
し
て
い
る
。
多

賀
大
社
へ
は
文
政
一
一
年
の
帰
国
時
に
も
立
ち
寄
っ
た
ほ
か
、
天
保
九
年
に
は
店
の

藤
七
を
伴
い
東
海
道
の
名
所
を
た
ず
ね
て
い
る
が（

（（
（

、
九
代
目
の
よ
う
に
善
光
寺
へ
の

参
詣
は
み
ら
れ
な
か
っ
た（

（（
（

。

　

市
田
家
で
は
遠
隔
地
に
店
を
設
け
た
他
の
商
家
同
様
、
定
期
的
に
当
主
が
店
へ

下
っ
て
い
た
が
、
旅
の
同
行
者
に
つ
い
て
は
当
主
ご
と
に
差
異
が
み
ら
れ
た
ほ
か
、

参
詣
に
立
ち
寄
っ
た
寺
社
も
異
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

八
幡
か
ら
高
崎
店
へ
下
っ
た
両
当
主
は
奉
公
人
と
と
も
に
数
ヶ
月
を
過
ご
し
、
同

店
の
経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。
次
章
で
は
日
記
や
「
年
々
記
録
」
な
ど
に
み
ら
れ
た

記
述
か
ら
、
店
に
勤
め
た
奉
公
人
の
雇
用
や
昇
進
、
不
都
合
や
解
雇
の
事
例
を
紹
介

す
る
。第

二
章　

高
崎
出
店
と
奉
公
人

　

宝
永
四
年
、
高
崎
田
町
に
開
店
し
た
店
で
は
そ
れ
ま
で
行
商
で
扱
っ
て
い
た
小
間

物
を
や
め
、
木
綿
や
太
物
、
高
崎
布
の
扱
い
を
は
じ
め
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
高

崎
店
で
は
様
々
な
商
品
を
取
り
扱
っ
た
が
、
店
舗
で
の
商
い
に
く
わ
え
田
町
の
絹
市

に
仮
設
の
店
を
開
く
ほ
か
、
各
地
の
絹
市
に
も
買
い
つ
け
に
出
か
け
て
い
た（

（（
（

。
こ
う

し
た
店
の
状
況
は
八
幡
の
当
主
宛
て
に
「
店
状
」と
し
て
届
け
ら
れ
、日
記
に
も
「
店

状
着
」
や
「
店
状
認
」
な
ど
定
期
的
な
や
り
と
り
が
確
認
で
き
た
が
、
内
容
に
つ
い

て
は
端
的
な
記
述
に
留
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
な
お
当
主
が
高
崎
に
滞
在
し
た
期

間
中
は
「
本
庄
瀬
戸
仕
入
行
」
や
「
渋
川
掛
取
」
と
い
っ
た
奉
公
人
の
出
入
り
と
と

も
に
「
初
市
例
通
人
出
無
数
」
や
「
名
古
屋
行
駄
絹
二
個
荷
造
リ
」
な
ど
市
や
荷
造

り
の
状
況
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。

　

高
崎
店
の
奉
公
人
に
つ
い
て
は
す
で
に
明
治
期
の
雇
用
証
明
書
や
奉
公
人
の
動
向

表２ 同行者の内訳

同行者 高崎行 八幡行 高崎行 八幡行

奉公人のみ

１名

２名

３名

４名

奉公人、他家

奉公人１名

奉公人２名

奉公人３名

他家の者のみ

9代目 10代目

（注）表１に同じ

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
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館
研
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要　
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を
ま
と
め
た
「
交
代
録（

（（
（

」、「
支
店
人
員
交
代
録（

（（
（

」
に
よ
り
明
治
一
二
年
か
ら
三
二
年

ご
ろ
ま
で
に
高
崎
店
で
雇
用
さ
れ
た
五
一
人
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
九

代
目
、一
〇
代
目
の
日
記
に
み
ら
れ
た
奉
公
人
の
記
述
は
「
交
代
録
」の
よ
う
に
個
々

で
ま
と
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
断
片
的
な
も
の
も
多
い
が
、
明
治
以
前
に
つ
と
め
た
奉

公
人
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
次
節
か
ら
は
召
し
抱
え
や
在
所
登
り
、
不
埒

や
解
雇
と
い
っ
た
項
目
ご
と
に
事
例
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　

第
一
節　

召
し
抱
え
か
ら
在
所
登
り
、
昇
進

　

市
田
家
に
お
け
る
奉
公
人
の
雇
用
規
定
は
明
治
二
三
年
の
「
条
目
補
遺（

（（
（

」
に
記
さ

れ
て
お
り
、
一
〇
～
一
五
歳
の
者
を
雇
い
、
八
幡
の
本
店
で
半
年
か
ら
一
年
ほ
ど
の

試
用
期
間
を
経
て
、正
式
に
契
約
を
交
わ
し
た
の
ち
高
崎
へ
下
ら
せ
る
と
し
て
い
る
。

初
登
り
は
雇
い
入
れ
か
ら
七
年
後
で
、
そ
の
後
四
年
ご
と
に
近
江
へ
登
り
、
こ
れ
を

六
度
繰
り
返
し
た
あ
と
別
家
を
許
す
と
し
て
い
る
。

　

当
主
の
日
記
や
「
年
々
記
録
」
な
ど
か
ら
文
化
元
年
か
ら
明
治
元
年
に
か
け
て

「
召
抱
」
あ
る
い
は
「
抱
」
と
記
さ
れ
た
奉
公
人
は
五
三
名
で
、
こ
の
う
ち
年
齢
が

明
ら
か
な
一
九
名
の
内
訳
は
一
〇
～
一
三
歳
が
一
二
名
、
一
九
～
二
五
歳
が
四
名
、

二
七
歳
、
三
〇
歳
、
三
四
歳
が
各
一
名
で
あ
っ
た（

（（
（

。
ま
た
出
身
地
が
記
さ
れ
た
三
三

名
の
う
ち
犬
上
郡
極
楽
寺
村
や
神
崎
郡
寺
村
、
蒲
生
郡
八
幡
町
か
ら
は
複
数
名
が
召

し
抱
え
ら
れ
て
い
た
。
市
田
家
で
は
文
化
元
年
か
ら
五
年
、
文
政
二
年
か
ら
八
年
、

天
保
二
年
か
ら
一
五
年
ま
で
は
毎
年
一
～
三
名
を
抱
え
て
い
た
が
、
一
度
に
複
数
人

を
雇
う
こ
と
は
ま
れ
で
、
多
く
は
一
名
ず
つ
で
あ
っ
た
。

　

新
た
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
奉
公
人
は
高
崎
店
へ
下
さ
れ
、
記
録
で
は
「
召
抱
下

ス
」、「
召
抱
同
道
致
ス
」
な
ど
と
併
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
た
と
え
ば
文
化
三
年

一
月
に
抱
え
た
卯
之
助（

（（
（

は
一
月
二
三
日
に
目
見
え
た
の
ち
二
六
日
に
店
へ
下
さ
れ
、

文
政
二
年
の
弥
兵
衛（

（（
（

は
一
〇
月
二
九
日
に
抱
え
、
一
一
月
二
日
に
九
代
目
が
高
崎
へ

連
れ
下
っ
て
い
る
。
し
か
し
天
保
一
一
年
一
〇
月
一
五
日
に
抱
え
た
弥
三
郎
が
一
二

月
八
日
に
高
崎
へ
下
っ
た
よ
う
に
、
召
し
抱
え
か
ら
店
下
り
ま
で
の
期
間
は
一
律
で

は
な
か
っ
た（

（（
（

。

　

奉
公
人
が
近
江
へ
帰
国
す
る
「
登
り
」
に
つ
い
て
は
、
初
登
り
や
二
度
、
三
度
登

り
な
ど
が
記
録
に
散
見
さ
れ
た
が
、
召
し
抱
え
か
ら
追
跡
で
き
た
奉
公
人
は
わ
ず
か

二
名
で
あ
っ
た
。
文
化
一
三
年
に
抱
え
た
友
吉（

（（
（

は
文
政
六
年
に
初
登
り
を
お
こ
な
い

友
八
と
改
名
。
ま
た
天
保
二
年
に
抱
え
た
庄
蔵（

（（
（

は
初
登
り
が
天
保
七
年
、
そ
の
の
ち

弘
化
二
年
に
は
高
崎
店
の
太
物
を
担
当
し
、
二
年
後
に
は
別
宅
と
な
り
太
物
と
支
配

役
の
兼
務
を
申
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
登
り
の
記
録
に
は
嘉
永
七
年
の
金

兵
衛（

（（
（

の
よ
う
に
、
初
登
り
後
に
「
店
風
不
相
応
」
と
し
て
解
雇
さ
れ
る
者
も
み
ら
れ

た
。

　

な
お
初
登
り
の
時
期
に
つ
い
て
は
安
政
二
年
九
月
の
記
録
に
「
上
州
店
掟
相
改
以

来
休
日
停
止
い
た
し
子
供
ハ
五
節
句
半
日
ツ
ヽ
清
水
参
リ
初
登
り
是
迄
之
通
リ
七
年

目
夫
ゟ
四
年
目
ニ
登
シ
上
下
路
用
一
両
二
歩
渡
し
祝
物
遣
シ
不
申
尤
仕
着
せ
小
遣
差

引
残
リ
相
渡
シ
可
申
事（

（（
（

」と
あ
り
、従
来
通
り
七
年
目
と
し
て
い
る
。
明
治
期
の
「
条

目
補
遺
」
で
も
初
登
り
の
時
期
は
雇
用
か
ら
七
年
後
で
あ
り
、
安
政
以
前
か
ら
変
更

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

当
主
の
日
記
や
記
録
に
お
い
て
奉
公
人
の
記
述
は
断
片
的
で
あ
る
が
、
先
述
し
た

庄
蔵
の
よ
う
に
高
崎
店
内
で
昇
進
し
た
者
も
幾
人
か
確
認
で
き
た
。
文
化
一
五
年
に

初
登
り
を
し
た
善
助
は
文
政
七
年
に
二
度
登
り
を
、
同
一
〇
年
に
は
瀬
戸
方
を
申
し

つ
け
ら
れ
、
文
政
一
二
年
に
は
三
度
登
り
を
し
、
天
保
二
年
支
配
役
に
任
命
さ
れ
て

い
る
。
支
配
役
を
天
保
六
年
に
退
役
し
た
後
は
翌
年
一
月
に
近
江
に
帰
り
、
二
月
に

別
家
を
申
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人

三
九



　

ま
た
善
助
の
後
任
と
し
て
天
保
六
年
に
支
配
役
と
な
っ
た
儀
兵
衛
は
そ
の
二
年
後

に
高
崎
店
久
兵
衛
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
天
保
四
年
九
月
の
日

記
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（

（（
（

。

　
　
〈
史
料
２
〉

二
日
晴
陰
儀
兵
衛
事
嫁
談
之
義
違
肖
も
無
之
様
子
ニ
乍
去
病
身
ニ
付
明
年
当
リ

ゟ
暫
ツ
ヽ
休
息
相
勤
度
趣
前
夜
申
出
ル
依
之
是
迄
は
三
十
六
七
ゟ
四
十
迄
も
相

勤
候
へ
と
も
勘
弁
を
以
三
十
迄
と
申
入
候
事
故
三
十
迄
ハ
保
養
相
勤
申
候
や
う

三
十
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
嫁
談
之
上
年
々
暫
ツ
ヽ
休
息
支
配
相
勤
候
様
利
解
申
入
候

所
承
知
有
之
付
て
ハ
右
咄
し
致
し
候
へ
と
も
三
十
迄
ハ
是
迄
之
通
リ
明
白
ニ
相

勤
候
や
う
未
熟
之
儀
無
之
様
咄
し
置
久
兵
衛
ハ
儀
兵
衛
と
心
得
候
様
申
置

　

右
に
先
立
ち
八
月
八
日
の
日
記
に
は
「
儀
兵
衛
へ
嫁
談
之
義
咄
し
置
」
と
あ
り
、

縁
談
の
件
と
と
も
に
儀
兵
衛
か
ら
の
申
し
出
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
病
身
に
つ
き

天
保
五
年
か
ら
休
息
し
つ
つ
勤
め
た
い
と
い
う
儀
兵
衛
に
対
し
、
一
〇
代
目
は
従
来

四
〇
歳
ご
ろ
ま
で
勤
め
る
と
こ
ろ
を
三
〇
歳
で
勘
弁
す
る
こ
と
。
結
婚
後
は
休
息
し

つ
つ
支
配
役
と
し
て
勤
め
る
よ
う
話
し
置
い
て
い
る
。
こ
の
の
ち
天
保
六
年
に
儀
兵

衛
は
高
崎
店
支
配
役
と
な
り
、
翌
年
久
兵
衛
家
に
入
り
結
婚
し
た
。
五
年
後
の
天
保

一
一
年
に
支
配
役
を
退
き
久
兵
衛
と
改
名
し
た
際
も
、
一
〇
〇
日
ず
つ
休
息
し
な

が
ら
高
崎
店
へ
継
続
し
て
勤
め
る
よ
う
一
〇
代
目
が
申
し
つ
け
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
後
の

日
記
で
も
久
兵
衛
（
儀
兵
衛
）
は
八
幡
と
高
崎
を
度
々
行
き
来
し
た
ほ
か
備
前
へ
も

赴
い
て
い
た
が
、
安
政
五
年
一
二
月
に
家
内
の
病
気
を
理
由
に
高
崎
店
を
退
い
て
い

る（
（（
（

。
日
記
に
お
い
て
奉
公
人
の
昇
進
に
触
れ
て
い
る
の
は
店
の
寄
合
で
の
任
命
記
録

の
み
で
あ
り
、
儀
兵
衛
の
よ
う
に
勤
務
形
態
を
指
示
さ
れ
た
例
は
珍
し
い
。
当
主
の

儀
兵
衛
に
対
す
る
期
待
の
あ
ら
わ
れ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

当
主
の
日
記
に
み
ら
れ
た
奉
公
人
の
記
述
に
は
こ
う
し
た
昇
進
の
ほ
か
、
出
走
や

引
負
、
婦
人
掛
り
な
ど
も
あ
り
、
次
節
で
は
奉
公
人
の
起
こ
し
た
諸
問
題
と
そ
の
対

応
事
例
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

不
埒
と
帰
参
、
解
雇

　

文
化
元
年
か
ら
明
治
元
年
に
か
け
て
記
録
に
み
ら
れ
た
奉
公
人
の
不
埒
で
は
出
走

と
引
負
が
そ
れ
ぞ
れ
一
八
件
、
婦
人
掛
り
に
つ
い
て
は
六
件
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば

天
保
五
年
に
抱
え
ら
れ
た
民
蔵
（
一
三
歳
）
と
岩
蔵
（
一
〇
歳
）
は
天
保
五
年
八
月

二
三
日
に
連
れ
だ
っ
て
高
崎
を
出
走
、
翌
月
一
七
日
に
帰
村
し
た
旨
が
届
け
ら
れ
て

い
る（

（（
（

。
こ
の
ほ
か
天
保
三
年
七
月
に
使
い
先
か
ら
行
方
不
明
に
な
っ
た
安
吉（

（（
（

は
街
道

の
宿
場
か
ら
店
へ
連
れ
戻
さ
れ
、
八
月
に
は
近
江
の
在
所
へ
預
け
置
か
れ
た
。
ま
た

天
保
一
二
年
閏
一
月
に
掛
け
取
り
に
出
か
け
た
文
七
は
三
月
末
に
在
所
へ
帰
っ
て
い

る（
（（
（

。
こ
れ
ら
一
八
件
の
出
走
の
う
ち
、
そ
の
後
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
の
は
一
六
件
。

宿
場
な
ど
で
捕
ら
え
ら
れ
た
四
件
を
の
ぞ
く
一
二
件
の
出
走
者
は
す
べ
て
が
近
江
の

在
所
へ
戻
っ
て
い
た
。
先
述
し
た
民
蔵
と
岩
蔵
は
お
よ
そ
一
月
を
か
け
て
い
た
が
、

半
月
ほ
ど
で
帰
る
者
も
お
り
、
帰
村
の
報
せ
は
親
兄
弟
な
ど
か
ら
市
田
家
に
届
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
天
保
一
四
年
一
〇
月
九
日
に
出
走
し
た
弥
三
郎
は
後
日
心
得

違
い
だ
っ
た
と
申
し
出
、「
慎
居
候
様
申
置（

（（
（

」
か
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
処
分
は

例
外
的
で
多
く
は
在
所
に
預
け
置
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
天
保
一
一
年
に
出
走
し
た
吉
兵
衛
は
二
月
一
三
日
に
出
走
し
、
晦
日
に
帰
村

し
た
こ
と
が
親
元
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
店
の
商
品
の
う
ち
反
物
五
五
反
と

帯
地
二
六
本
が
不
足
し
て
い
た
た
め
吉
兵
衛
に
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
掠
め
取
り
売

払
っ
て
い
た
こ
と
を
白
状
し
て
い
る
。
そ
の
後
貯
金
一
〇
両
を
取
り
あ
げ
衣
類
を
売

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
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二
号
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払
っ
た
の
ち
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
出
情
証
文
を
取
り
置
い
て
い
る（

（（
（

。
出
走
時
に
店

の
品
物
を
盗
み
出
す
例
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
、
嘉
永
二
年
に
は
出
走
し
た
新
七
を
捕

え
た
と
こ
ろ
質
物
と
金
を
盗
ん
で
お
り
、
在
所
へ
預
け
置
い
た
後
、
同
四
年
に
暇
を

遣
わ
し
て
い
る（

（（
（

。
く
わ
え
て
嘉
永
七
年
二
月
に
は
奉
公
人
重
助
に
よ
り
質
蔵
か
ら
鼈

甲
や
簪
な
ど
七
八
品
、
五
〇
両
近
い
品
物
が
盗
み
出
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
日
親
で
あ
る
戸
田
忠
右
衛
門
に
弁
金
を
申
付
け
、
出
情
証
文
と
重
助
の
暇
遣
し

証
文
を
取
り
置
い
て
い
る（

（（
（

。

　

高
崎
か
ら
出
走
や
不
埒
を
起
こ
し
、
在
所
へ
預
け
置
か
れ
た
奉
公
人
の
中
に
は
帰

参
を
許
さ
れ
た
者
も
い
た
。「
年
々
記
録
」
文
政
九
年
の
記
録
に
み
ら
れ
た
源
七
は

婦
人
掛
り
が
あ
っ
た
も
の
の
離
縁
し
、
改
心
し
た
と
し
て
帰
参
を
願
っ
て
い
る
。
翌

年
六
月
の
吟
味
で
は
引
負
が
三
〇
両
あ
っ
た
が
、
一
札
を
取
り
置
い
た
う
え
で
質
方

の
見
習
い
を
申
し
渡
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
天
保
一
三
年
二
月
一
〇
日
に
出
走
し
た
忠
助

は
二
九
日
に
倉
賀
野
で
捕
え
ら
れ
、
三
月
一
二
日
の
帰
村
後
、
在
所
に
預
け
置
か
れ

た
。
の
ち
の
六
月
一
六
日
に
心
得
違
い
を
詫
び
た
こ
と
か
ら
帰
参
を
許
さ
れ
、
同

二
三
日
に
は
高
崎
店
へ
下
向
し
て
い
る
。
し
か
し
翌
年
三
月
に
は
婦
人
掛
り
と
し
て

近
江
へ
登
さ
れ
、
再
び
在
所
に
預
け
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
文
政
一
三
年
三
月
六
日
に

高
崎
を
出
走
し
た
治
助
は
閏
三
月
九
日
に
近
江
に
帰
り
、
親
類
方
に
預
け
置
か
れ

た
。
七
月
二
〇
日
に
は
高
崎
へ
下
り
、
九
月
六
日
に
帰
参
を
許
さ
れ
た
が
、
天
保
三

年
（
一
八
三
二
）
七
月
の
吟
味
で
は
一
四
両
の
取
り
込
み
が
あ
り
、
改
心
の
様
子
も

な
い
こ
と
か
ら
解
雇
し
店
へ
の
出
入
り
も
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

当
主
の
日
記
や
「
年
々
記
録
」、「
歳
々
記
録
」
に
よ
る
と
文
化
元
年
か
ら
明
治
元

年
の
間
に
解
雇
さ
れ
た
者
は
三
一
名
で
、
多
く
は
「
暇
遣
シ
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
う
ち
理
由
が
明
ら
か
な
の
は
一
四
名
で
、「
店
風
ニ
不
応
」
と
す
る
者
が

四
名
い
た
ほ
か
、「
掛
金
集
之
内
遣
込
出
走
致
し
親
元
米
屋
弥
七
方
ヘ
帰
ル
八
拾
二

両
余
引
負
丑
七
月
暇
遣
ス（

（（
（

」、「
不
心
得
ニ
付
つ
れ
上
リ
暇
遣
ス（

（（
（

」、「
気
随
ニ
付
暇
遣

ス（
（（
（

」、
な
ど
理
由
は
様
々
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
解
雇
者
へ
金
子
や
衣
類
を
渡
す
例
も
み
ら
れ
、
文
政
一
二
年
一
〇
月
の

源
之
助（

（（
（

や
天
保
三
年
閏
一
一
月
の
安
吉（

（（
（

に
は
解
雇
時
に
金
二
〇
〇
疋
と
衣
類
が
遣
わ

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
政
一
二
年
六
月
に
暇
を
遣
わ
さ
れ
た
幸
助（

（（
（

に
は
心
付
け
を
一

両
、
天
保
八
年
一
一
月
に
解
雇
さ
れ
た
伊
兵
衛（

（（
（

に
も
心
付
金
と
衣
類
が
渡
さ
れ
て
い

た
。
源
之
助
や
安
吉
に
渡
さ
れ
た
金
子
二
〇
〇
疋
に
つ
い
て
は
、
天
保
一
五
年
に
店

で
死
亡
し
た
源
治
郎
の
親
に
「
衣
類
心
付
金
二
百
疋
」が
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
様
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
文
化
元
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
の
解
雇
者

三
一
名
を
当
主
別
に
わ
け
る
と
九
代
目
が
四
名
、
一
〇
代
目
が
一
一
名
、
一
一
代
目

が
一
三
名
で
、
解
雇
時
に
金
子
や
衣
類
を
渡
し
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
一
名
、
五
名
、
三

名
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
市
田
家
で
は
各
代
の
当
主
に
よ
り
店
を
離
れ
る
者
へ
心
付

け
な
ど
を
渡
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

右
は
い
ず
れ
も
市
田
家
か
ら
解
雇
を
言
い
渡
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
奉
公
人
か
ら

暇
を
願
い
出
た
事
例
も
数
件
み
ら
れ
た
。
文
化
六
年
三
月
に
初
登
り
を
し
た
嘉
助（

（（
（

は

四
月
中
旬
に
上
州
へ
下
る
予
定
で
あ
っ
た
が
親
の
病
気
に
よ
り
暇
願
い
を
出
し
て
い

る
。
ま
た
安
政
七
年
の
常
七（

（（
（

は
出
走
後
在
所
へ
戻
り
、
兄
が
死
去
し
た
た
め
暇
願
い

を
出
し
、
引
負
分
の
年
賦
証
文
を
取
っ
た
う
え
で
暇
を
遣
わ
し
て
い
る
。
嘉
助
や
常

七
は
家
の
都
合
に
よ
り
暇
を
願
い
出
て
い
る
が
、
召
し
抱
え
ら
れ
た
翌
年
に
暇
願
い

を
出
し
在
所
へ
差
し
戻
さ
れ
た
者（

（（
（

や
、
気
ま
ま
な
の
で
叱
っ
た
と
こ
ろ
暇
願
い
を
出

し
た
者（

（（
（

な
ど
も
み
ら
れ
た
。
な
お
文
化
六
年
の
嘉
助
に
つ
い
て
は
暇
願
を
出
し
た
際

に
「
此
度
下
向
ニ
ハ
成
ま
し
く
候
得
と
相
考
候
様
申
渡
置
」
と
再
考
を
促
し
た
様
子

も
う
か
が
え
た
。
第
一
節
で
あ
げ
た
儀
兵
衛
と
あ
わ
せ
、
奉
公
人
の
勤
続
を
願
う
当

主
の
意
識
を
あ
ら
わ
し
た
事
例
と
言
え
よ
う
。

市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人

四
一



　
　
　
　

第
三
節　

高
崎
店
の
規
則
と
奉
公
人

　

雇
用
や
解
雇
な
ど
奉
公
人
の
事
例
を
あ
げ
て
き
た
が
、
さ
い
ご
に
店
の
制
度
や
当

主
が
ど
の
よ
う
に
奉
公
人
に
接
し
て
い
た
か
を
紹
介
し
よ
う
。

　

市
田
家
に
お
い
て
は
安
政
四
年
に
定
め
ら
れ
た
「
高
嶋
店
定
目
下
書（

（（
（

」
や
「
追
演

店
定
目
之
下
書（

（（
（

」
な
ど
に
店
に
勤
め
る
者
の
心
得
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
当
主
の
日
記

に
お
い
て
も
一
〇
代
目
の
日
記
に
「
嘉
助
事
金
箪
笥
取
扱
候
儀
不
宜
候
間
鍵
ハ
腰
ニ

下
ケ
他
行
之
砌
ハ
卯
兵
衛
出
シ
入
致
し
候
様
申
渡
ス（

（（
（

」
と
し
て
金
箪
笥
の
取
り
扱
い

を
指
導
し
た
ほ
か
、
朝
帰
り
や（

（（
（

、
不
寝
番
を
守
ら
な
か
っ
た
奉
公
人（

（（
（

を
叱
る
記
述
も

み
ら
れ
た
。
ま
た
高
崎
店
で
は
月
に
一
度
の
寄
合
で
役
職
や
各
種
の
取
り
決
め
が
な

さ
れ
て
お
り
、
日
記
で
も
こ
う
し
た
寄
合
の
際
に
は
「
銘
々
堅
固
ニ
相
勤
之
様
申
談

ス
」、「
銘
々
心
得
之
所
申
談
置
」
と
い
っ
た
記
述
も
度
々
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
右
の

よ
う
に
奉
公
人
に
対
す
る
制
度
や
指
導
は
確
認
で
き
た
が
、
文
政
一
二
年
一
月
五
日

の
記
録
に
は
表
戸
を
開
け
酒
宴
に
出
か
け
た
者（

（（
（

が
い
た
ほ
か
、
先
述
の
重
助
の
よ

う
に
蔵
の
物
品
を
盗
み
出
す
な
ど
奉
公
人
の
慢
心
や
危
機
管
理
の
甘
さ
も
う
か
が
え

た
。
ま
た
明
治
以
降
の
解
雇
理
由
に
「
取
込
」
や
「
婦
人
ニ
不
都
合
」
な
ど
が
依
然

と
し
て
み
ら
れ
た
こ
と
は
商
家
に
お
い
て
奉
公
人
の
管
理
の
難
し
さ
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。

　

奉
公
人
の
不
埒
に
つ
い
て
は
市
田
家
に
限
ら
ず
他
の
商
家
で
も
同
様
の
事
例
が
み

ら
れ
た
が
、
市
田
家
の
奉
公
人
事
例
で
は
出
走
者
が
近
江
の
在
所
へ
帰
っ
て
い
る
点

が
特
徴
と
言
え
よ
う
。
帰
村
す
る
こ
と
は
遠
か
ら
ず
雇
い
主
に
自
分
の
居
所
が
知
ら

れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
が
、
半
月
か
ら
一
月
を
か
け
て
帰
っ
た
例
が
複
数
み
ら
れ

た
。
市
田
家
以
外
の
近
江
商
人
史
料
に
お
い
て
、
奉
公
人
が
出
走
後
、
近
江
に
帰
っ

た
事
例
の
有
無
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

む
す
び
に
か
え
て

　

市
田
清
兵
衛
家
の
九
代
目
、
一
〇
代
目
の
日
記
や
記
録
を
通
し
て
当
主
の
高
崎
店

へ
の
往
来
や
、
奉
公
人
の
事
例
を
述
べ
て
き
た
。

　

八
幡
―
高
崎
間
の
往
来
で
は
九
代
目
は
ほ
ぼ
毎
年
、
一
〇
代
目
に
つ
い
て
も
天
保

六
年
以
降
間
隔
が
あ
く
も
の
の
年
に
一
度
は
高
崎
を
訪
れ
て
い
る
。
多
く
は
春
に
八

幡
を
発
ち
、
中
山
道
で
高
崎
へ
向
か
い
秋
に
帰
国
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
道

中
で
は
名
古
屋
を
経
由
し
、
取
引
先
で
あ
る
白
木
屋
德
右
衛
門
方
を
拠
点
に
商
家
を

訪
ね
る
な
ど
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
旅
の
同
行
者
は
九
代
目
が
奉
公
人
を
連
れ
ず
他

家
の
者
と
旅
し
た
の
に
対
し
、
一
〇
代
目
は
少
人
数
の
奉
公
人
の
み
を
連
れ
る
こ
と

が
多
い
な
ど
当
主
ご
と
の
違
い
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

高
崎
店
の
奉
公
人
に
つ
い
て
は
文
化
元
年
か
ら
明
治
元
年
の
間
に
五
三
人
を
召
し

抱
え
、
い
ず
れ
も
高
崎
へ
下
し
て
い
た
。
記
録
で
は
幾
度
の
登
り
を
経
て
職
階
を
登

る
者
も
確
認
で
き
た
が
、
出
走
や
不
埒
を
お
こ
な
い
在
所
へ
預
け
置
か
れ
る
者
、
解

雇
さ
れ
る
者
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
み
ら
れ
た
。
解
雇
者
に
つ
い
て
は
三
一

名
お
り
、大
半
は
「
暇
遣
シ
」
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、「
店
風
ニ
不
応
」
や
「
遣

込
出
走
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
理
由
も
確
認
で
き
た
。
市
田
家
に
お
い
て
は
明
治
期

の
解
雇
理
由
に
も
「
取
込
」
や
「
婦
人
ニ
不
都
合
」
な
ど
が
あ
り
、奉
公
人
の
管
理
、

監
督
は
商
家
経
営
に
お
け
る
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
高
崎
店
で

は
出
走
し
た
奉
公
人
の
多
く
が
近
江
の
在
所
に
帰
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

遠
方
に
店
を
構
え
た
他
の
商
家
の
事
例
と
比
較
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
奉
公
人
の
事
例
は
「
年
々
記
録
」
や
「
再
々
記
録
」
に

依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
日
記
か
ら
の
抜
粋
と
他
の
記
録
に
よ
る

補
足
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
年
度
の
日
記
と
の
確
認
作
業
も
あ
わ
せ
て
進
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め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

注
（
１
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
年
々
記
録 

上 

文
政
六
―
弘
化
五
」
家
五
四
、「
歳
々
記
録 

下 

嘉

永
二
―
慶
応
五
」家
五
五
。以
下
で
は
「
年
々
記
録
」、「
歳
々
記
録
」と
省
略
す
る
。「
歳
々

記
録
」
は
史
料
名
に
慶
應
五
年
と
あ
る
が
、
慶
應
四
年
に
つ
づ
く
記
録
に
は
年
号
表
記

が
な
い
。
た
だ
し
九
月
に
「
十
五
日
年
号
明
治
元
年
と
改
元
有
之
」
と
あ
る
た
め
慶
應

四
年
（
明
治
元
年
）
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
「
歳
々
記

録
」
の
範
囲
を
嘉
永
二
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
と
す
る
。

（
２
）
宮
本
又
次
「
近
江
商
人
の
家
訓
お
よ
び
店
則
」
二
一
七
～
二
二
二
頁
（『
宮
本
又
次
著

作
集　

第
二
巻　

近
世
商
人
意
識
の
研
究
』
所
収
、
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）、
安
岡

重
明
「
明
治
初
年
に
お
け
る
近
江
商
人
市
田
家
の
店
制
」（『
同
支
社
商
学
』
第
一
五
巻

第
六
号
、
一
九
六
四
年
）。

（
３
）
上
田
雅
洋
「
市
田
清
兵
衛
家
の
経
営
」（『
近
江
商
人
の
経
営
史
』
所
収
、
清
文
堂
、

二
〇
〇
〇
年
）

（
４
）
市
田
清
兵
衛
家
に
つ
い
て
は
江
南
良
三
『
近
江
八
幡
人
物
伝
』（
近
江
八
幡
郷
土
史

会
、
一
九
八
一
年
）
や
『
滋
賀
県
八
幡
町
史
』（
八
幡
町
、
一
九
四
〇
年
）、『
近
江
八

幡
の
歴
史 

第
五
巻 

商
人
と
商
い
』（
近
江
八
幡
市
史
編
集
委
員
会
編
、
近
江
八
幡
市
、

二
〇
一
二
年
）
の
ほ
か
、『
新
編 

高
崎
市
史 

通
史
編
三 

近
世
』（
高
崎
市
市
史
編
さ
ん

委
員
会
編
、
高
崎
市
、
二
〇
〇
四
年
）
に
も
上
州
持
下
り
商
人
と
し
て
記
述
が
あ
る
。

ま
た
市
田
家
当
主
の
日
記
を
用
い
た
研
究
に
渡
辺
浩
一
「
存
在
証
明
文
書
の
実
践
―
近

江
八
幡
に
お
け
る
「
御
朱
印
」
の
保
管
と
使
用
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第

六
号
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
〇
年
）
や
水
越
充
治
「
近
畿
東
海
地
方
に
お
け

る
近
世
の
気
候
復
元
―
と
く
に
乾
湿
条
件
に
つ
い
て
―
」（『
京
都
大
学
防
災
研
究
所
年

報
』
二
八
Ｂ
－
二
、一
九
八
五
年
）
な
ど
も
あ
る
。

　
　
　
　

な
お
近
松
文
三
郎
「
市
田
清
兵
衛
事
歴
」（
一
～
二
一
）（『
太
湖
』
一
三
四
号
～

一
六
二
号
（
一
九
三
七
年
三
月
九
日
～
一
九
三
九
年
七
月
九
日
））
で
は
、
市
田
家
当

主
の
日
記
は
高
崎
店
を
開
い
た
宝
永
四
年
か
ら
と
さ
れ
る
が
、
現
在
史
料
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
日
記
は
文
化
元
年
の
も
の
か
ら
で
あ
る
。

（
５
）
市
田
清
兵
衛
文
書
、
家
一
〇

（
６
）
前
掲
『
新
編 

高
崎
市
史 

通
史
編
三 

近
世
』
三
二
〇
頁

（
７
）
杉
森
玲
子
「
元
禄
～
享
保
期
に
お
け
る
商
人
の
往
来
―
上
州
西
部
を
事
例
に
」（『
近
世

日
本
の
商
人
と
都
市
社
会
』
所
収
。
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）

（
８
）
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
九
年
七
月
「
関
東
御
取
締
役
ゟ
商
売
体
書
上
ケ
被
仰
出
候

ニ
付
高
崎
店
宝
永
年
中
ゟ
太
物
綿
享
保
十
己

（
マ
マ
）
年
ゟ
質
物
明
和
七
寅
年
ゟ
瀬
戸
も
の
仕

来
申
候
段
書
上
ル
」。
前
掲
「
歳
々
記
録
」
嘉
永
五
年
七
月
「
諸
方
出
店
人
別
書
御
尋

被
仰
出
当
店
上
州
高
崎
田
町
近
江
屋
孫
市
江
州
八
幡
住
居
夫
ゟ
誰
々
と
書
上
候
趣
商

売
質
太
物
瀬
戸
物
絹
麻
之
趣
書
上
ル
」。
の
ち
に
質
物
は
高
崎
店
で
重
要
な
位
置
を
占

め
、「
歳
々
記
録
」
で
は
文
政
一
三
年
三
月
二
日
に
本
家
か
ら
の
元
手
金
四
〇
〇
〇
両

を
質
方
・
太
物
方
・
瀬
戸
方
で
割
り
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
〇
〇
両
・
一
〇
〇
〇
両
・

五
〇
〇
両
と
定
め
て
い
る
。

（
９
）
孫
兵
衛
家
、
利
助
家
の
分
家
を
も
つ
市
田
清
兵
衛
家
で
は
、
本
家
の
子
息
に
分
家
を
継

が
せ
る
ほ
か
本
家
の
娘
を
分
家
に
嫁
が
せ
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
関
係
に
つ
い
て
は

天
保
一
四
年
の
「
規
定
一
札
之
事
」（
市
田
清
兵
衛
文
書
「
調
印
之
控 

文
政
一
二
」
商

業
一
六
）
や
一
〇
代
目
の
「
遺
言
」（
同
「
直
良
公
遺
書
写 

安
政
五
」
家
二
〇
）
な
ど

で
触
れ
ら
れ
、
分
家
は
本
家
を
補
佐
し
、
古
格
を
守
り
倹
約
を
旨
と
す
る
こ
と
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
た
。

（
10
）
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
安
政
七
年
四
月
二
二
日
「
関
東
ヘ
出
店
持
書
上
ケ
仕
候
様
被
仰

出
候
ニ
付
麻
屋
清
兵
衛
年
四
十
三
才
家
内
四
人
召
使
男
二
人
女
三
人
〆
拾
人
高
崎
店
商

売
質
物
絹
麻
古
手
瀬
戸
物
豊
表
鉄
物
類
渡
世
人
数
十
七
人
と
書
上
ル
」。

（
11
）
そ
の
後
長
治
と
為
吉
は
と
も
に
高
崎
店
に
勤
め
、度
々
八
幡
と
高
崎
を
往
復
し
て
い
た
。

な
お
為
吉
は
文
政
二
年
七
月
に
高
崎
で
脚
気
を
患
い
、
一
〇
月
に
帰
国
し
た
の
ち
一
二

月
に
死
去
し
て
い
る
（
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
徴 

文
政
二
」
家
四
二
）。

（
12
）
九
代
目
に
は
文
化
元
年
か
ら
文
政
五
年
の
日
記
に
く
わ
え
、
町
役
に
つ
い
て
ま
と
め
た

「
役
用
日
記
」
が
五
冊
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
寛
政
一
三
年
（
市
田
清
兵
衛
文
書
、

都
市
一
）、享
保
二
～
四
年
（
同
、都
市
二
～
四
）、文
政
五
年
（
同
、都
市
六
）
で
あ
る
。

市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人

四
三



（
13
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
出
府
日
記 

文
政
六
年
」
都
市
五
。
九
月
一
八
日
に
梅
原
次
郎
兵

衛
ら
と
と
も
に
八
幡
を
出
発
、
中
山
道
を
通
り
高
崎
を
経
由
し
て
晦
日
に
江
戸
ヘ
到
着

し
て
い
る
。
日
記
は
途
中
か
ら
筆
致
が
か
わ
っ
て
お
り
、「
十
月
廿
四
日
西
窪
御
屋
敷

ヘ
治
兵
衛
参
上
市
田
不
快
ニ
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
行
者
の
手
に
よ
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
一
一
月
五
日
付
で
日
記
は
終
わ
っ
て
い
る
。

（
14
）
日
記
で
は
長
治
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
大
半
だ
が
、
長
治
郎
と
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

（
15
）
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
安
政
二
年
六
月
「
譲
介
六
十
ニ
相
成
賀
誕
可
催
之
所
清
兵
衛
病

気
ニ
付
延
引
」、
安
政
三
年
六
月
二
四
日
「
譲
介
還
暦
誕
生
ニ
付
護
摩
執
行
家
内
小
豆

飯
ニ
て
祝
」。

（
16
）
弘
化
二
年
三
月
一
日
生
ま
れ
。
高
崎
へ
の
初
下
り
は
安
政
五
年
六
月
一
五
日
、
安
政
七

年
一
月
一
七
日
に
元
服
。
文
久
二
年
二
月
二
二
日
に
発
病
後
、
次
第
に
衰
弱
し
三
月
三

日
に
死
亡
し
た
。
祐
太
郎
の
死
後
一
一
代
目
と
妻
知
恵
の
あ
い
だ
に
は
弘
化
二
年
、
九

年
、
嘉
永
三
年
、
五
年
に
子
供
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
女
児
で
あ
っ
た
（
前
掲

「
年
々
記
録
」、「
歳
々
記
録
」
）。

（
17
）
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
嘉
永
三
年
二
月
一
日
「
お
知
恵
出
産
女
子
出
生
の
ふ
と
云
」、
文

久
二
年
九
月
七
日
「
当
家
表
名
前
之
儀
近
親
相
談
致
し
の
ふ
ニ
定
ル
」。

（
18
） 

日
記
の
内
訳
は
九
代
目
（
直
徴
）
一
九
冊
、
一
〇
代
目
（
直
良
）
三
六
冊
、
市
田
（
小

四
郎
）
二
冊
、
一
一
代
目
（
直
廉
）
一
三
冊
、
諦
定
八
冊
、
直
道
一
冊
、
義
春
一
冊
、

一
二
代
目
（
直
方
）
七
冊
、
一
三
代
目
（
直
豪
）
一
六
冊
、
一
四
代
（
直
基
）
三
冊
、

不
明
三
冊
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
弘
化
四
年
（
家
七
二
）、
五
年
（
家
七
五
）
の
日
記
に

つ
い
て
は
表
紙
に
「
市
田
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
相
続
前
の
一
一
代

目
（
小
四
郎
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
19
）
一
〇
代
目
は
「
直
良
」
の
諱
の
ほ
か
「
諦
定
」
の
名
で
文
久
三
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で

八
冊
の
日
記
が
あ
る
。
な
お
一
〇
代
目
が
嘉
永
二
年
に
隠
居
し
た
際
に
改
め
た
名
前
は

譲
介
（
助
）
で
、
諦
定
は
法
名
で
あ
る
（
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
一
四
年
閏
九
月

二
日
「
西
光
寺
貞
輪
和
尚
ゟ
剃
刀
頂
き
三
日
ゟ
五
重
相
伝
九
日
満
業
な
り
法
名
正
誉
直

心
諦
定
居
士
」
）。

（
20
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
良 

文
政
五
」
家
四
五
。
閏
一
月
二
一
日
。
ま
た
同

一
一
日
に
も
「
今
夕
長
治
中
村
春
成
老
ニ
て
濃
茶
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

天
保
五
年
」
家
五
九
。
一
月
七
日
「
天
晴
風
寒
し
社
参
日
記

取
調
記
録
帳
ニ
写
ス
」。

（
22
）
前
掲
「
日
記 

市
田
直
良 

文
政
七
」。
六
月
二
二
日
。

（
23
） 「
柏
原
ニ
て
辻
村
田
中
喜
兵
衛
殿
ニ
出
合
江
戸
市
川
ヘ
下
向
ニ
付
同
道
下
ル
」（
同
右

「
日
記 

市
田
直
徴 

文
化
六
年
」
家
三
二
。
四
月
二
六
日
）
や
「
藪
原
川
上
屋
ニ
泊
ル

日
野
西
沢
重
兵
衛
殿
喜
蔵
殿
同
宿
ニ
て
同
道
致
ス
」（
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

文
政

一
〇
」
家
五
〇
。
六
月
二
日
）
の
よ
う
に
、
道
中
で
他
家
の
者
と
出
会
い
同
道
す
る
例

も
み
ら
れ
た
が
、
表
１
で
は
出
立
時
に
記
さ
れ
た
者
の
み
を
同
行
者
と
し
た
。

（
24
） 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
所
蔵
「
西
川
伝
右
衛
門
家
文
書
」
一
七
二
〇
―
一

「
道
中
諸
入
用
覚
帳
」、
一
七
二
〇
―
三
「
松
前
下
り
御
旦
那
様
友
治
郎
駒
吉
五
兵
衛
荷

持
善
兵
衛
都
合
五
人
道
中
諸
入
用
扣
」、一
七
六
一
「
松
前
屋
初
下
リ
餞
別
土
産
物
扣
」。

同
館
所
蔵
「
谷
口
家
文
書
」
覚
書
五
「
羈
旅
国
誌
」、
覚
書
七
「
出
信
小
遣
帳
」。

（
25
）
な
お
高
崎
店
の
奉
公
人
も
八
幡
と
高
崎
の
行
き
来
に
は
中
山
道
を
た
ど
っ
て
い
た
。
明

治
に
入
っ
て
か
ら
も
中
山
道
は
利
用
さ
れ
た
が
、「
四
日
市
汽
船
搭
載
」、「
汽
車
ニ
テ
」

な
ど
移
動
手
段
の
変
化
も
み
ら
れ
た
（
市
田
清
兵
衛
文
書
「
交
代
録 

明
治
一
二
」
商

業
四
）。
ま
た
明
治
一
一
年
「
旅
費
仕
訳
帳
」（
同
右
、
商
業
四
三
）
で
は
一
二
代
目
が

帰
国
時
に
人
力
車
や
馬
車
を
使
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

（
26
）
白
木
屋
岡
田
徳
右
衛
門
は
名
古
屋
の
呉
服
物
問
屋
で
あ
る
。『
名
古
屋
商
人
史 

―
中
部

経
済
圏
成
立
へ
の
序
曲
―
』（
林
董
一
著
、
中
部
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
）
に
は

天
保
一
一
年
二
月
の
長
者
番
付
で
西
前
頭
に
入
っ
て
い
る
ほ
か
、
天
保
一
五
月
に
は
正

金
融
通
の
世
話
役
に
任
命
、
安
政
三
年
冬
の
献
金
商
人
の
名
簿
に
も
名
前
が
載
っ
て
い

る
。
ま
た
慶
應
三
年
に
つ
く
ら
れ
た
洋
物
改
所
の
取
締
役
に
も
任
命
さ
れ
た
名
古
屋
の

豪
商
の
一
人
で
あ
る
。

（
27
）
前
掲
「
年
々
記
録
」。
文
政
一
二
年
五
月
二
三
日
。

（
28
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
徴　

文
化
一
〇
」
家
三
六
。
八
月
二
三
日
。

（
29
）
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

文
政
七
」
閏
八
月
九
日
。

（
30
）
な
お
当
主
の
日
記
に
は
奉
公
人
の
出
入
り
に
つ
い
て
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か

に
は
「
廿
二
日
（
中
略
）
久
兵
衛
高
崎
ゟ
帰
幡
ス
常
吉
不
埒
ニ
付
つ
れ
上
ル
早
速
親
元

ヘ
預
ル
」（
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

天
保
五
」
家
五
九
、二
月
二
二
日
）
の
よ
う
に
高

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

四
四



崎
店
か
ら
不
埒
の
者
な
ど
を
連
れ
帰
っ
た
記
述
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
た
。

（
31
）
文
化
一
三
年
、
次
男
為
吉
の
初
下
り
の
際
は
名
古
屋
を
経
由
し
三
の
丸
な
ど
を
見
物
し

て
い
る
（
同
右
「
日
記 

市
田
直
徴 

文
化
一
三
」
家
三
九
）。

（
32
）
日
記
で
は
「
三
島
明
神
大
社
」
と
あ
る
（
同
右
「
日
記 

市
田
直
徴 

文
化
五
」
家
三
一
。

九
月
一
日
）。

（
33
）
日
記
で
は
「
地
鯉
鮒
明
神
」
と
あ
る
（
同
右
。
九
月
七
日
）。

（
34
）
一
〇
代
目
は
翌
七
年
に
も
高
崎
店
滞
在
中
、
八
月
末
に
江
戸
へ
赴
き
三
〇
日
に
心
行
寺

で
法
要
を
営
ん
で
い
る
（
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

文
政
七
」
家
四
七
）。

（
35
）
天
保
四
年
一
二
月
二
六
日
に
分
家
孫
兵
衛
家
に
生
ま
れ
、
弘
化
二
年
に
市
田
家
の
養
子

と
な
っ
た
。
弘
化
四
年
六
月
に
は
の
ち
に
一
〇
代
目
を
相
続
す
る
小
四
郎
と
と
も
に
初

下
り
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
崎
店
と
八
幡
を
度
々
往
復
し
、
安
政
四
年
六
月
に
は

分
家
利
助
家
の
婿
養
子
と
な
り
、
譲
介
の
娘
久
満
と
結
婚
し
た
（
同
右
「
日
記 

市
田

直
良 

天
保
四
」
家
五
八
、「
日
記 

市
田
直
良 
天
保
五
」
家
五
九
、
前
掲
「
年
々
記
録
」、

「
歳
々
記
録
」
）。

（
36
）
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
九
年
九
月
二
四
日
「
清
兵
衛
藤
七
高
崎
店
出
立
ニ
て
岩
船

山
出
流
山
ヘ
参
詣
日
光
山
拝
礼
致
ス
夫
ゟ
江
戸
ヘ
出
山
形
屋
御
店
ニ
滞
留
致
心
行
寺
ニ

お
い
て
法
音
居
士
十
七
廻
忌
施
餓
鬼
執
行
夫
ゟ
東
海
道
ヘ
志
し
金
沢
鎌
倉
江
之
嶋
秋
葉

山
鳳
来
寺
順
拝
し
名
所
古
跡
等
遊
覧
し
て
名
古
屋
ヘ
出
用
向
相
調
十
月
廿
八
日
帰
幡
」。

（
37
） 

九
代
目
は
文
化
六
年
に
息
子
長
治
を
高
崎
店
へ
連
れ
下
り
、
善
光
寺
へ
立
ち
寄
っ
た

（
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
徴 

文
化
六
」
家
三
二
）。
天
保
一
五
年
に
市
田
家

に
迎
え
ら
れ
た
小
四
郎
の
初
下
り
は
弘
化
二
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
一
〇
代
目
は

同
道
せ
ず
奉
公
人
と
店
へ
向
か
わ
せ
て
い
る
（
前
掲
「
年
々
記
録
」。
弘
化
二
年
四
月

「
小
四
郎
義
上
州
初
下
リ
ニ
付
廿
一
日
振
舞
致
シ
廿
六
日
出
立
庄
蔵
留
吉
供
治
助
外
ニ

源
七
同
道
ニ
て
下
向
」
）。

（
38
）
高
崎
田
町
の
絹
市
は
藤
岡
に
次
ぎ
取
引
高
が
多
い
市
で
、
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁

目
の
順
に
五
日
ご
と
に
市
立
て
が
行
わ
れ
た
（
前
掲
『
新
編 

高
崎
市
史 

通
史
編
三 

近

世
』
三
三
二
頁
）。

（
39
）
こ
の
ほ
か
日
記
に
は
、
蛹
や
糸
な
ど
の
商
品
の
相
場
や
取
引
情
報
、
地
震
や
火
事
に
つ

い
て
も
書
き
残
さ
れ
お
り
、
こ
の
う
ち
「
歳
々
記
録
」
に
は
高
崎
店
に
被
害
が
出
た
地

震
に
つ
い
て
嘉
永
七
年
一
一
月
四
日
（
安
政
東
海
地
震
）
と
安
政
二
年
一
〇
月
二
日

（
安
政
江
戸
地
震
）
の
二
件
が
み
ら
れ
た
。
ど
ち
ら
も
信
州
松
本
や
江
戸
、
箱
根
な
ど

遠
隔
地
の
被
害
も
あ
わ
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
嘉
永
七
年
は
「
高
崎
瀬
戸
物
店
釣
土

瓶
落
土
蔵
壁
ニ
筋
出
家
並
ニ
諸
人
表
ヘ
出
ル
」、
安
政
二
年
は
「
高
崎
表
古
倉
壁
落
候

得
共
家
並
別
状
無
之
」
と
あ
る
よ
う
に
高
崎
店
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

　
　
　

ま
た
火
事
の
記
述
は
文
化
四
年
か
ら
文
久
二
年
に
か
け
て
一
〇
数
回
み
ら
れ
、
文
化
九

年
一
〇
月
三
日
、
文
政
一
三
年
一
〇
月
一
五
日
、
天
保
一
四
年
一
二
月
一
一
日
、
文
久

二
年
一
月
二
七
日
に
は
店
が
類
焼
し
た
ほ
か
、
文
化
一
五
年
九
月
七
日
に
は
高
崎
店
の

中
蔵
か
ら
も
出
火
し
て
い
る
。

（
40
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
交
代
録 

明
治
一
二
」
商
業
四

（
41
）
同
右
「
明
治
拾
弐
年
改
正
・
仝
弐
拾
壱
年
再
生
支
店
人
員
交
代
録 

市
田
本
店
備
本
（
明

治
三
三
）
」
商
業
六

（
42
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
市
田
清
兵
衛
家
の
経
営
」
二
六
二
頁

（
43
）
前
掲
「
条
目
補
遣 

明
治
二
三
」
制
規
三

（
44
）
二
〇
代
～
三
〇
代
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
文
政
七
年
一
月
に
久
兵
衛
の
世
話
役
と
し
た

又
兵
衛
（
三
四
歳
）
の
ほ
か
、天
保
二
年
六
月
の
林
村
孫
市
の
相
続
人
庄
蔵
（
二
七
歳
）

な
ど
が
い
る
。

（
45
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
徴 

文
化
三
」
家
二
九
。
一
月
二
三
日
「
魚
屋
町
元

昆
布
屋
喜
兵
衛
倅
卯
之
介
抱
エ
目
見
」、
一
月
二
六
日
「
子
共
卯
之
介
店
ヘ
下
ス
」。

（
46
）
同
右
「
日
記 

市
田
直
徴 

文
政
二
」
家
四
二
。
九
月
二
七
日
「
宇
津
呂
弥
三
郎
倅
弥
兵

衛
奉
公
目
見
ニ
来
ル
今
夕
帰
ル
」、
一
〇
月
一
四
日
「
宇
津
呂
弥
兵
衛
抱
エ
」、
一
〇
月

二
一
日
「
今
朝
弥
兵
衛
宇
津
呂
ヘ
帰
ル
」、
一
〇
月
二
九
日
「
宇
津
呂
弥
兵
衛
抱
エ
」、

一
一
月
二
日
「
八
幡
出
立
弥
兵
衛
召
連
両
人
ニ
て
下
ル
」、
一
一
月
一
四
日
「
相
談
之

上
弥
兵
衛
質
方
手
伝
見
覚
候
様
申
渡
ス
」。

（
47
）
弥
三
郎
に
つ
い
て
は
「
年
々
記
録
」
に
天
保
一
一
年
一
二
月
八
日
「
久
兵
衛
上
州
ヘ
発

足
上
野
田
作
右
衛
門
倅
弥
三
郎
召
抱
同
道
十
九
才
」
と
あ
る
が
、
同
年
の
日
記
（
市
田

清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
良 

天
保
一
一
」
家
六
五
）
に
は
一
〇
月
一
五
日
「
日
野

上
野
田
作
右
衛
門
三
男
弥
三
郎
召
抱
十
九
」、
一
二
月
八
日
「
久
兵
衛
弥
三
郎
上
州
店

ヘ
発
足
」
と
し
て
、
実
際
の
召
し
抱
え
は
一
〇
月
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人

四
五



（
48
） 
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
徴 

文
化
一
三
」
家
三
九
。
文
政
六
年
二
月
二
二
日

「
寺
村
善
八
子
友
吉
抱
」。
前
掲
「
年
々
記
録
」
三
月
二
五
日
「
友
吉
初
登
友
八
ト
改
名

申
渡
ス
」。

（
49
）
庄
蔵
の
初
登
り
は
召
し
抱
え
か
ら
五
年
後
で
あ
る
が
、
召
し
抱
え
時
の
年
齢
が
二
七

で
あ
っ
た
こ
と
や
林
村
孫
市
の
相
続
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
た
と
推
測
す

る
。
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
二
年
六
月
四
日
「
林
村
孫
市
相
続
人
庄
蔵
召
抱
実
父

梁
瀬
忠
兵
衛
二
十
七
才
○
十
四
日
清
兵
衛
源
七
庄
蔵
高
崎
ヘ
登
向
」、
天
保
七
年
一
〇

月
二
三
日
「
上
州
店
ゟ
庄
蔵
初
登
致
ス
」。

（
50
）
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
嘉
永
七
年
六
月
二
三
日
「
金
兵
衛
初
登
之
祝
儀
遣
シ
衣
類
過
分

之
品
取
上
置
親
庄
兵
衛
呼
入
店
風
ニ
不
相
応
之
趣
申
暇
遣
ス
」。

（
51
）
同
右
。
安
政
二
年
九
月
。

（
52
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
良 
天
保
四
」
家
五
八
。

（
53
）
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

天
保
六
」
家
六
〇
。
一
〇
月
一
七
日
「
店
善
吉
退
役
儀
兵
衛

当
役
之
趣
申
聞
義
兵
衛
事
来
春
久
兵
衛
方
ヘ
相
続
申
付
可
申
段
咄
し
置
」。前
掲
「
年
々

記
録
」。
天
保
七
年
三
月
一
三
日
「
上
州
店
儀
兵
衛
帰
幡
致
ス
兼
て
久
兵
衛
方
ヘ
養
子

相
談
相
調
廿
一
日
ニ
婚
礼
整
ウ
」。

（
54
）
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
安
政
五
年
一
二
月
「
久
兵
衛
義
家
内
病
身
ニ
付
願
之
通
高
崎
店

勤
退
役
申
渡
ス
」。

（
55
）
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
七
年
九
月
「
上
州
店
民
蔵
岩
蔵
義
八
月
廿
三
日
出
走
之
所

当
月
十
七
日
在
所
ヘ
帰
リ
申
候
趣
届
出
ル
吟
味
之
上
預
ケ
置
」。

（
56
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
良 

天
保
三
」
家
五
七
。
七
月
二
一
日
「
店
状
八
日

出
着
（
中
略
）
安
吉
事
七
日
ニ
四
つ
時
洗
濯
屋
ヘ
使
ニ
遣
し
候
所
帰
リ
不
申
ニ
付
昼
後

尋
ニ
遣
し
候
所
遠
ニ
帰
リ
申
趣
之
自
分
単
物
二
枚
持
出
し
残
リ
衣
類
蔵
ニ
有
之
早
速
七

蔵
惣
介
追
手
ニ
出
シ
横
川
御
関
所
迄
窺
候
ヘ
と
も
行
方
相
知
不
申
之
趣
申
参
ル
」。

（
57
）
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
一
二
年
一
二
月
末
尾
。
閏
一
月
六
日
、
宮
崎
に
掛
け
取
り

に
行
っ
た
文
七
は
三
月
末
に
帰
村
し
た
。
そ
の
後
舟
木
村
へ
預
け
置
か
れ
た
が
、
善
光

寺
参
り
の
供
を
す
る
と
再
度
出
走
し
て
い
る
。

（
58
）
同
右
。
天
保
一
四
年
一
〇
月
「
上
州
店
弥
三
郎
当
九
日
店
出
走
致
シ
松
代
ヘ
立
寄
在
所

ヘ
帰
国
之
由
十
一
月
八
日
出
幡
親
父
死
去
ニ
付
打
驚
心
得
違
仕
候
旨
断
申
出
ル
依
之
慎

居
候
様
申
置
」。

（
59
）
同
右
。
天
保
一
一
年
一
二
月
「
上
州
店
吉
兵
衛
義
勤
方
気
侭
ニ
付
呵
申
聞
候
所
暇
願
出

候
依
之
五
兵
衛
同
道
致
申
候
段
申
付
鎮
申
付
置
候
所
二
月
十
三
日
出
走
致
ス
其
後
晦
日

帰
幡
致
候
段
親
元
鳥
屋
金
兵
衛
ゟ
届
参
ル
扨
又
店
表
ゟ
反
物
五
拾
五
反
帯
地
廿
六
本
不

足
之
趣
申
参
候
ニ
付
相
尋
候
所
掠
取
売
払
申
趣
致
白
状
候
夫
ゟ
懐
中
吟
味
致
シ
貯
金
拾

両
一
朱
取
上
ケ
衣
類
売
代
三
両
壱
歩
差
引
五
両
三
歩
余
出
情
証
文
取
之
」。

（
60
）
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
嘉
永
二
年
六
月
二
七
日
「
新
七
出
走
い
た
し
七
月
十
日
召
捕
取

糺
候
所
質
物
盗
出
し
質
場
之
金
銭
掠
取
出
走
之
節
瀬
戸
物
売
溜
持
出
し
横
道
ニ
付
惣
助

付
添
差
上
シ
在
所
ヘ
預
ケ
置
」、
嘉
永
四
年
八
月
五
日
「
普
光
寺
村
新
七
出
情
証
文
取

暇
遣
ス
」。

（
61
）
同
右
。
嘉
永
七
年
二
月
一
三
日
「
昼
後
高
崎
店
質
物
ニ
鼈
甲
取
組
前
倉
ヘ
片
付
ニ
参
候

所
箪
笥
之
錠
引
放
し
有
之
候
ニ
付
立
合
改
候
所
鼈
甲
類
不
残
紛
失
銭
箱
の
ふ
た
こ
ち
放

し
百
銭
五
拾
五
貫
文
紛
失
夫
ゟ
裏
廻
リ
吟
味
之
所
味
噌
倉
二
階
ニ
手
拭
一
筋
半
股
引
一

足
泥
ま
ふ
れ
有
之
十
二
日
夜
裏
之
水
道
ゟ
忍
入
店
之
勝
手
存
候
者
と
覚
候
趣
申
参
ル
右

手
拭
重
助
持
居
候
見
覚
有
之
趣
也
十
五
日
御
上
ヘ
御
届
申
上
候
所
十
九
日
御
同
心
両
人

羽
鳥
氏
御
見
分
之
上
手
拭
股
引
封
印
之
上
羽
鳥
ヘ
御
預
ケ
有
之
右
紛
失
之
品
目
貫
一
組

小
柄
刀
一
本
笄
一
本
鼈
甲
櫛
拾
六
枚
笄
三
拾
一
本
簪
廿
一
本
銀
簪
四
本
と
き
せ
る
二
本

縮
緬
き
れ
一

　
　
　
　

〆
七
拾
八
品
代
金
五
拾
両
計
当
百
五
拾
五
〆
文

　
　
　
　

右
注
進
惣
助
十
四
日
出
立
ニ
て
廿
一
日
着
幡
」。

（
62
）
同
右
。
嘉
永
七
年
六
月
九
日
「
戸
田
忠
右
衛
門
田
中
三
郎
右
衛
門
豊
屋
理
右
衛
門
呼
入

重
助
不
埒
之
次
第
申
開
ケ
取
込
金
返
弁
申
付
候
所
忠
右
衛
門
義
先
年
家
屋
敷
等
売
払
門

ニ
差
掛
ケ
致
凌
居
候
様
故
憐
懇
相
願
候
ニ
付
出
情
証
文
請
取
暇
遣
し
請
書
取
置
」。

　
　
　

ま
た
市
田
家
に
お
い
て
出
情
証
文
の
記
述
は
先
述
し
た
吉
兵
衛
（
59
）、
新
七
（
60
）、

重
助
（
61
）
の
ほ
か
次
の
七
蔵
と
彦
七
の
二
例
が
み
ら
れ
た
。
な
お
「
市
田
清
兵
衛
文

書
」
内
に
出
情
証
文
は
の
こ
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

①
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
八
年
五
月
七
日
「
高
崎
店
七
蔵
不
埒
ニ
付
惣
助
付
添
上

ル
致
吟
味
候
所
山
崎
屋
婦
人
掛
リ
有
之
拾
四
両
引
負
有
之
候
ニ
付
廿
八
日
日
野
喜
助
方

ヘ
預
ケ
置
」、
天
保
九
年
三
月
廿
一
日
「
日
野
七
蔵
義
兄
市
左
衛
門
よ
り
引
負
弁
金
二

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

四
六



歩
請
取
残
金
出
情
証
文
請
取
暇
遣
ス
」。

　
　
　

②
同
右
。
弘
化
四
年
二
月
二
日
「
彦
七
義
七
日
ニ
金
拾
両
持
出
走
致
し
廿
九
日
本
持
村

親
元
ヘ
帰
村
致
ス
此
段
兄
助
三
郎
届
出
候
ニ
付
預
ケ
置
」。
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
嘉
永

二
年
五
月
「
本
持
村
助
三
郎
弟
彦
七
引
負
弁
金
二
歩
請
取
衣
類
売
払
出
精
証
文
請
取
暇

遣
ス
」。

（
63
）
前
掲
「
年
々
記
録
」。
文
政
九
年
一
一
月
一
九
日
「
店
源
七
不
心
得
ニ
て
罷
上
リ
暇
願

候
故
在
所
平
柳
甚
七
ヘ
預
ル
」、
文
政
一
〇
年
四
月
三
日
「
源
七
義
婦
人
掛
リ
合
有
之

候
所
其
後
久
兵
衛
を
以
離
縁
致
し
改
心
之
上
帰
参
相
願
候
ニ
付
店
不
勘
定
之
義
相
尋
候

得
共
難
相
分
候
ニ
付
追
て
連
下
リ
取
調
候
上
勘
弁
可
致
旨
申
渡
置
」、五
月
二
六
日
「
清

兵
衛
店
表
ヘ
発
向
源
七
嘉
助
召
連
ル
」。

（
64
）
同
右
。
天
保
一
三
年
一
月
「
上
州
店
忠
助
二
月
十
日
出
走
致
廿
九
日
倉
加
野
ニ
て
捕
ヘ

三
月
十
二
日
惣
介
付
添
帰
幡
在
所
ヘ
預
ケ
置
」、
六
月
一
六
日
「
忠
助
心
得
違
之
段
相

詫
候
ニ
付
用
捨
致
し
帰
参
免
ス
」、
天
保
一
四
年
三
月
「
高
崎
店
忠
助
婦
人
掛
リ
致
候

ニ
付
惣
助
差
添
に
て
登
し
在
所
ヘ
預
ケ
置
」。

（
65
）
同
右
。
文
政
一
三
年
「
高
崎
店
治
助
義
二
月
廿
二
日
鬼
石
ヘ
仕
入
物
ニ
罷
越
候
由
に
て

倉
加
野
ニ
居
続
致
し
居
依
之
新
兵
衛
つ
れ
帰
リ
段
々
相
詫
申
候
ニ
付
廿
八
日
夜
引
取
慎

ミ
申
付
置
太
物
勘
定
相
改
申
候
所
附
立
帳
面
も
附
掛
ケ
致
し
有
之
当
座
帳
ニ
て
も
一
口

取
込
有
之
当
人
引
負
高
〆
金
百
四
拾
六
両
三
分
拾
四
匁
有
之
此
外
掛
ケ
先
滞
金
過
分
ニ

相
見
た
ル
依
之
段
々
相
糺
申
候
所
三
月
六
日
暮
ゟ
出
走
致
ス
其
後
閏
三
月
九
日
ニ
八
日

市
ヘ
帰
リ
申
候
段
治
兵
衛
方
ゟ
申
出
候
ニ
付
同
廿
日
ニ
当
人
並
勘
兵
衛
呼
出
し
店
省
略

之
趣
相
糺
申
候
所
無
申
訳
不
届
之
至
之
依
之
勘
兵
衛
ヘ
預
ケ
置
四
月
廿
九
日
吉
田
屋
惣

七
掛
ケ
取
立
之
為
差
下
シ
候
所
半
金
取
立
六
月
十
五
日
ニ
帰
幡
其
後
改
心
之
趣
ニ
テ
帰

参
相
願
候
ニ
付
七
月
廿
日
清
兵
衛
下
向
之
砌
つ
れ
下
リ
諸
色
吟
味
之
上
店
に
て
相
談
之

所
一
統
ニ
帰
参
相
願
候
ニ
付
一
札
取
之
九
月
六
日
帰
参
免
シ
和
兵
衛
次
席
ニ
致
シ
太
物

小
売
方
申
渡
ス
」、
天
保
二
年
六
月
二
九
日
「
治
助
不
心
得
ニ
付
差
上
シ
早
速
親
類
勘

兵
衛
方
ヘ
預
ケ
置
」、
天
保
三
年
七
月
「
八
日
市
治
助
義
段
々
吟
味
之
所
寅
九
月
改
大

金
之
引
負
之
外
ニ
拾
四
両
程
取
込
致
し
猶
又
改
心
之
様
子
無
之
候
ニ
付
暇
遣
し
以
来
出

入
差
止
右
金
子
之
内
一
両
弁
金
並
古
着
代
道
具
代
取
入
残
金
十
両
己

（
マ
マ
）

年
ゟ
十
ケ
年
済

治
兵
衛
内
ゟ
返
済
之
書
付
取
置
之
」。

（
66
）
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
嘉
永
五
年
二
月
「
高
崎
店
弥
三
郎
掛
金
集
之
内
遣
込
出
走
致
し

親
元
米
屋
弥
七
方
ヘ
帰
ル
八
拾
弐
両
余
引
負
丑
七
月
暇
遣
ス
」。

（
67
）
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
五
年
二
月
二
二
日
「
久
兵
衛
高
崎
店
ゟ
帰
幡
常
吉
不
心
得

ニ
付
つ
れ
上
リ
暇
遣
ス
」。

（
68
）
同
右
。
天
保
五
年
三
月
一
六
日
「
和
兵
衛
気
随
ニ
付
暇
遣
ス
尤
目
録
差
引
書
相
渡
シ
彦

兵
衛
家
跡
相
続
申
渡
ス
」。

（
69
）
同
右
。
文
政
八
年
四
月
一
六
日
「
深
河
原
村
源
之
助
抱
ル
」、
五
月
一
八
日
「
清
兵
衛

高
崎
ヘ
発
向
源
之
助
下
ル
十
才
」、
文
政
一
二
年
一
〇
月
二
九
日
「
清
兵
衛
嘉
介
源
之

助
弥
兵
衛
上
州
ゟ
帰
幡
源
之
助
暇
遣
シ
金
二
両
百
疋
衣
類
遣
ス
」。

（
70
）
同
右
。
文
政
一
二
年
九
月
「
千
堂
村
八
右
衛
門
倅
安
吉
召
抱
高
崎
ヘ
下
ス
」、
天
保
三

年
一
二
月
末
尾
「
安
吉
義
当
七
月
七
日
店
表
使
先
ゟ
出
宅
致
し
行
方
知
不
申
候
所
明
義

宿
ニ
罷
在
候
ニ
付
つ
れ
帰
リ
八
月
附
上
し
ニ
致
シ
親
元
千
堂
む
ら
八
右
衛
門
ヘ
預
ケ
置

閏
十
一
月
晦
日
暇
遣
シ
金
二
百
疋
衣
類
相
渡
ス
」。

（
71
）
同
右
。
文
政
一
二
年
六
月
「
高
崎
店
幸
助
義
暇
遣
ス
親
又
助
ヘ
一
両
心
付
遣
ス
」。

（
72
）
同
右
。
天
保
三
年
四
月
九
日
「
尼
子
村
曽
原
方
伊
兵
衛
召
抱
廿
五
才
」、
五
月
一
六
日

「
伊
兵
衛
店
ヘ
下
向
源
七
高
崎
茂
兵
衛
方
ヘ
縁
談
相
調
下
向
ニ
付
同
道
致
ス
」、
天
保
八

年
一
一
月
一
三
日
「
伊
兵
衛
暇
遣
シ
心
付
金
衣
類
遣
ス
」。

（
73
）
同
右
。
天
保
一
三
年
二
月
「
極
楽
寺
村
藤
治
倅
源
治
郎
十
才
召
抱
ル
」、
三
月
二
八
日

「
庄
助
源
治
郎
事
上
州
店
ヘ
発
足
」、
天
保
一
五
年
一
二
月
七
日
「
高
崎
店
ニ
て
源
治
郎

死
去
法
名
光
岳
臞
照
童
子
」、
弘
化
二
年
七
月
「
極
楽
寺
村
源
治
郎
衣
類
心
付
金
二
百

疋
親
藤
治
ヘ
相
渡
ス
」。

（
74
）
市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記 

市
田
直
徴 

文
化
六
」
家
三
二
。
三
月
四
日
「
店
嘉
助
初
上

名
古
屋
ゟ
帰
ル
」、
三
月
一
三
日
「
嘉
助
在
所
ヘ
遣
ス
」、
三
月
一
八
日
「
嘉
助
参
宮
明

日
在
所
ゟ
連
有
之
候
ニ
付
十
九
日
立
之
積
ニ
申
参
リ
」、
四
月
一
九
日
「
嘉
助
在
所
ゟ

帰
ル
昨
日
見
被
参
親
病
気
ニ
付
暇
願
度
段
承
候
ニ
付
其
趣
当
人
ヘ
相
尋
候
何
レ
此
度
下

向
ニ
ハ
成
ま
し
く
候
得
と
相
考
候
様
申
渡
置
」。

（
75
）
前
掲
「
歳
々
記
録
」。
安
政
七
年
一
月
一
四
日
「
店
常
七
出
走
致
し
二
月
八
日
田
中
村

ヘ
帰
候
段
申
参
」、
一
二
月
「
田
中
村
常
七
義
高
崎
出
走
致
し
旧
里
ヘ
帰
り
兄
死
去
ニ

付
暇
願
出
ル
取
調
候
所
両
度
之
引
負
三
拾
七
両
余
有
之
配
分
金
五
両
余
有
二
拾
二
両
余

市
田
清
兵
衛
文
書
「
日
記
」
に
み
る
高
崎
出
店
と
奉
公
人

四
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用
捨
致
シ
十
両
の
年
賦
証
文
取
大
晦
日
暇
遣
し
衣
類
渡
ス
」。

（
76
）
前
掲
「
年
々
記
録
」。
天
保
八
年
九
月
二
日
「
五
兵
衛
上
州
ヘ
発
足
猪
ノ
子
村
粂
右
衛

門
倅
清
助
改
丈
助
抱
下
ス
」、
天
保
九
年
五
月
一
六
日
「
儀
兵
衛
高
崎
ゟ
帰
幡
丈
助
同

伴
暇
願
候
ニ
付
猪
子
村
ヘ
差
戻
ス
」。

（
77
）
同
右
。
天
保
九
年
二
月
二
九
日
「
本
町
鳥
屋
金
兵
衛
倅
吉
兵
衛
召
抱
」、
三
月
二
三
日

「
久
兵
衛
新
参
吉
兵
衛
文
七
勇
助
上
州
ヘ
発
足
」、
天
保
一
一
年
一
二
月
「
上
州
店
吉
兵

衛
義
勤
方
気
侭
ニ
付
呵
申
聞
候
所
暇
願
出
候
（
以
下
略
）
」。

（
78
）
市
田
清
兵
衛
文
書
、
制
規
一

（
79
）
同
右
、
制
規
二

（
80
）
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

文
政
八
」
家
四
八
。
六
月
二
八
日
「
嘉
助
事
金
箪
笥
取
扱
候

儀
不
宜
候
間
鍵
ハ
腰
ニ
下
ケ
他
行
之
砌
ハ
卯
兵
衛
出
シ
入
致
し
候
様
申
渡
ス
」。

（
81
）
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

文
政
一
二
」
家
五
二
。
七
月
一
六
日
「
善
助
昨
夕
ゟ
出
今
朝

四
ツ
時
帰
リ
依
之
呵
置
」。

（
82
）
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

天
保
二
」
家
五
六
。
九
月
一
〇
日
「
有
君
様
御
先
荷
通
ル
鋪

砂
盛
致
ス
本
町
詰
番
申
附
ル
倉
加
野
饗
応
方
ニ
安
吉
参
ル
夕
刻
ゟ
通
ニ
成
善
助
倉
加
野

迄
御
送
申
」、
九
月
一
一
日
「
有
君
様
御
通
行
無
滞
相
済
麻
小
殿
入
来
三
番
ヘ
買
付
持

参
五
番
口
注
文
致
ス
昨
夜
表
ヲ
明
置
候
ニ
付
不
寝
番
申
付
置
候
所
不
行
届
ニ
付
呵
置
暮

ゟ
雨
降
ル
今
日
庚
申
之
」。

（
83
）
同
右
「
日
記 

市
田
直
良 

文
政
一
二
」
家
五
二
。
二
月
七
日
「
天
晴
折
々
雨
天
（
中
略
）

店
状
正
月
十
八
日
出
内
書
到
着
之
所
正
月
五
日
夜
幸
助
義
四
ツ
時
表
口
〆
リ
開
鍵
ニ
致

し
置
九
つ
時
ゟ
夜
遊
ニ
出
候
所
則
〆
リ
無
之
故
盗
人
忍
入
候
」。
ま
た
三
月
一
二
日
に

は
「
店
盗
人
一
儀
」
と
し
て
詳
細
が
記
さ
れ
、
夜
間
外
出
を
し
た
幸
助
の
返
答
と
と
も

に
、
盗
人
が
座
敷
の
障
子
か
ら
入
り
込
ん
だ
と
し
て
い
る
。

［
付
記
］
本
稿
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
ね
や
近
江
文
庫
」
と
の
平
成
三
〇
年
度
共
同
研
究
「
近
世

の
「
日
記
」
に
み
る
八
幡
商
人
市
田
清
兵
衛
家
の
諸
活
動
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号
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